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創立十周年を迎えて

今年はわがスウェーデン社会研究所の創立

十周年に当ります。いまさら歳月の脚の速さ

に驚かされるのでありますが、顧みるとその

聞には流石にいろいろのことがあり、感慨浅

からざるものがあります。

昭和42年秋、麻布の国際文化会館での開所

式は快よい晴天に恵まれ、そのとき遠路来臨

されたクリスティーナ王女の若々しい姿がま

ざまざ思い浮べられます。この日の華かな出

発以来、乏しい資金とささやかな規模の下で、

こつこつと地味にしかし熱心に今日まで研究

所の仕事は続けられてきました。われわれの

微力であることからその問誇るほどの成果を

挙げたとは申せませんが、この研究所が創ら

れ、活動してきた意義は決して少なくなかっ

たと思われますことは、われわれの私かに欣

びとするところであります。

この研究所が卜年間無事に生い育ち、大い

に希望をもって成長してきたことは、内外か

らの心からなる御援助御鞭援あって始めて可

能であったことと、先づもって衷心より感謝

の意を表したいと思います。

わけても研究所創立の案を喜ばれ、本国と

の聞に立って親身の応援を惜しまれなかった

アノレムクヴィスト大使の優雅な温顔は常に脳

裡を離れません。わたくしは研究所が円滑に

スタートをきることが出来たのは同大使の熱

意によるところ実に多かったと常々思ってお

ります。次いで東京へ赴任されたへクシャ一

大使、さらに現任のウーデヴァル大使がいず

れも前大使の意図を継がれ、大使館員の人々

とともに研究所の活動と発展に尽力を続けて

下さってきたことは、われわれの常に感謝措

く能わざるところであるとともに、われわれ

にとって非常に仕合せなことであったと有難

く思っています。

研究所が当初からの仕事のーっとしている
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所長 西村光夫

スウェーデン語の講習には期待以上の希望者

があり、喜しく思うのですが、この講習に多く

の日本人が参加することに本国のスウェーデ

ンの人々が強い喜びを示すのはむしろ意外な

ほどでありました。月々の機関誌 (Bulletin)

の他にスウェーデンの事情を紹介する多くの

書物やノξンフレットを発刊して参りました

が、これもそうした文献の少ないわが国には

かなりの貢献になったと思います。

また当初以来問題分野別の専門家たちの研

究会を設けて研究を続けてきたこと、年に何

度かはスウェーデンから来日した著名な学者

や名士を招いて講演会やシンポジュームを聞

いてきたこと、こちらから何人もの学者を派

遣して学術交流を進めたこと、現地での福祉

施設や協同組合の研究のため数回に亙って視

察団を派遣したことなど、十年の聞にはやは

り多くのいろいろのことをして来たように思

います。また昭和45年に創られました日瑞基

金の実務も挙げて研究所が引受けてきました

ので、研究所の事務は一層繁忙となり まし

た。

わたくしの気持ちとしてはもっともっと多

くの仕事がなされなければならなかったよう

に思われ、わたくしの微力を深く恥かしく感

ずるのでありますが、この事業を後援あるい

は運営に関与して下さった方々、 事務局の人

々、いつも親身に協力して下さってきたスウ

ェーデン大使始め大使館員の方々の御協力と

御努力に対しては限りない敬意と感謝を捧げ

ずにはいられません。

この十周年を機会に、研究所設立の意義を

さらに高めるべく、所員一同とともに次の十

年の事業の充実に努力を尽す決意を新たにし

ております。読者皆様におかれてもさらに一

層の御支援御鞭撞を給わりますよう御願い申

し上げます。



|挨拶 |

わたくしがむかしデンマー

クを訪問した際、かの国の社

会や教育の面に現われた国民

精神のありかたに強い印象と

刺戟をうけたことは、すでにいろいろの機会に述

べてまいったところであります。

デンマークに対する関心は、当然国情の相似た

スカンジナピア諸国に拡大いたしました。そして

それらの国々をしばしば訪問し、その国民たちが

よく協力して立派な現代的文化的社会を作り上げ

てきた状況をみて、日本の将来に向つての国造り

の上にも模範として参考となすべき点の多いこと

を感じたのであります。そこへスカンジナピア諸

国特にスウェーデンの社会政策とその成果に興味

をもっ学者たちが 「スウェ ーデン社会研究所」と

いうものをつくるについて協力してほしいという

話を受けたので、あります。わたくしとしても、以

上のような気持ちをも っており ましたので、忙し

い身ではありますが、少しでもみなさんの勉強の

お役に立ち得るなら結構なことと考え、会長就任

をお引受げした次第でした。それから早くも10年

10年前、爽やかな秋色深き

一目、スウェーデンから遠来

の貴賓、クリスティーナ王女

を、菊薫る麻布の国際文化会

館にお迎えして行なわれた当研究所の開所式の光

景は、私のいまだに忘れえぬ思い出のーっとなっ

ております。

以前より私は、北欧の一角に平和と文化を愛好

する誇り高き固として、国際社会に不動の地位を

確立されたスウェーデンのお国ぶりに多大の敬意

と関心とを抱いておりました。先年、外務大臣と

してスウェーデンを訪問する機会に恵まれ、その

外交・政治・防衛、経済・産業、福祉・教育・文

化など種々の函に直接触れることができ、些か見

聞を深め、この固には外面的な数量統計では、表

現されえない質的にすぐれた何ものかが貫かれて

A 
= 長 松 目リ 重 義

の歳月が経ち、ここに10年祭を祝うことが出来る

ことになりましたのはわたくしとしてもまことに

欣快の至りであります。

この研究所の設立については、スワェーデンの

官民も非常な喜びと興味を示され、開所式にはク

リスティナー王女の臨席を得、皇太子(現国王〉

訪日に際しでも、特にわれわれの招きに応ぜらの

れ、会食と共に親しくお話しをする機会を与えら

れ、われわれとしても非常な光栄としたところで

あります。

この研究所が出来ましたために多くの出版物を

通じてわが国においてまだ比較的知られていない

スウェーデンの諸般の事情が広報され、また幾多

の人物の交流が実現されつつあることは、両国間

の友誼と理解の増進に役立つところ少なくなかっ

たと信じます。わが国の現状及び将来を考えます

と、研究所の活動の意義は創立当時より更に一層

大きくなっていると考えます。この機会に皆様の

一層のご理解とご協力を頂きたく切望する次第で

あります。

理 事長 大平正芳

いることを膚で感じました。

その後、わが国の学者の中にもスウェーデンに

対し深い関心と高い評価をもたれる方々があった

と見え、日本に「スウェーデン社会研究所」設立

の機運が起り、不肖私は、その理事長就任を要請

されたのであります。私はスウェーデンと日本と

の学芸・情報・文化交流の意義の深さを思って、

その役をお引受しました。

今日、当研究所10周年の記念の日を迎えるに際

し、その問、当研究所の、ないしは当研究所が関

係しました行事に親しくご臨席下さいましたクリ

スティーナ王女や皇太子殿下(現、スウェーデン

国王カ ーノレ十六世〉やノξーテイノレ殿下などのスウ

ェーデン王室のかたがた、および同国政府、スウ

ェーデ、ィシ ・インスティテュートなどの関f系の皆

様方の力強いかつお心のこもったご支援は淘民有
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難く存じておりました。

また駐日スウェーデン大使は、当研究所発足当

時より 、アノレムクグイスト閣下、へクシャー閣下、

そして現在のウーデグアノレ閣下と三代にわたりま

すが、その三方の何れもが当研究所を暖く且つ強

力に応援して下 さいましたことは、当研究所にと

って甚だ心強いこ とであります。さらにまた日本

圏内の法人会員や個人会員の方がたの物心両面の

ご支援があってこそ当研究所が今日まで存続しえ

たことも改めて申すまでもありません。厚く感謝

申し上げます。

また昨年、ツュンペリー来日 200年の記念行事

が行なわれ、両国学者諸賢による学術交流がよき

成果を結び得ましたことを聞き、 200年前の先人

の業績を想い、また未来に想いをめぐらして、ま

ことに有意義なことに存じました。

今日、世界的不況に際会し、福祉をはじめ万般

の社会 ・経済的施策に「量から質へ」の旋回のあ

るべきことが予想 されますが、伝統的に質の面に

強いスウェーデンとの交流は、 とくにわが国にと

って有益であろうと思われます。

当研究所10周年に際し、一言御礼とご挨拶とを

申し上げ、今後とも相変らずの御好誼 ・御支援を

お願い申し上げます。

スウェーデン社会研究所創立十周年記念パーティー開催

秋深い11月25日東京霞が関の霞が関ピノレ内東海大学校友会館において、スウェーデン社会研究所創立10周年記

i念パーティーが開催された。

高須常務理事の司会により、西村所長の開会の辞、松前会長および大平理事長の挨拶、ワーデグアノレ スウェ

:ーデン大使ならびに高橋通敏元駐瑞大使の来賓挨拶が行われ、引つづいて、10周年記念事業のーっとして行われ

iたスウェーデンに関する高校生小論文募集の入賞者表彰を行い懇親会に入った。

本席には、木内信胤先生、真鍋参議院議員、日向元駐瑞大使ほか、当研究所会員、スウェーデン大使館関係お

jよび高校生小論文募集に協力された東京新聞、スカンジナピヤ航空よりのご出席、その他、関係各位約 140名の i 

:ご参会があり盛況をきわめた。

松前会長 大 平 理 事 長

西村所長 ウーデグアノレ大使
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Congratulatory Statements 

H.E. Mr. Bengt Odevall 

Ambassador of Sweden 

1 am most happy to have this opportunity to congratulate the ] apanese Institute for Social Studies on 

Sweden on its tenth anniversary. Geographically speaking， Sweden and] apan ar巴 farapart. However， we 

have a long tradition of scientific and cultural exchange; last year we celebrated the 200th anniversary of 

C.P. Thunberg's stay in ]apan. 

In addition to C.P. Thunberg's important botanical discoveries he is said to have planted the ideas of both 

rationalism and internationalism in ]apan， and therefore was probably the inspiration behind the MeりI

Restoration ninety years later. He was also the first scholar with an international reputation to introduce the 

]apanese society to Europe. It is significant that ]ISSS was a leading co-organiser of the 200th anniversary e commemoration la吋 ar

• 

]ISSS is thus maintaining a long tradition. Bearing in mind the great importance of international under-

standing which is based upon a broad knowledge of the world's different societies， ]ISSS is one of the com-

ponents of the engine for global development. The activities of the ]ISSS are very important， and this is 

manifested by the fact that it is the only institution of this kind in ]apan to receive official Swedish financial 

support. 

1 wish the ]apanese Institute for Social Studies on Sweden a bright and prosperous future. 

Mr. Per Fritzson 

Press Attache， Royal Swedish Embassy 

1 am most happy to have this opportunity to congratulat巴 the]apanese Institute for Social Studies on 

Sweden on its 10th anniversary. During the past four years that 1 have been responsible for information on 

Sweden in ]apan 1 have had an inspiring and fruitful cooperation with the ]ISSS and 1 have become more 

aware of， and have appreciated， the importance of its activities. 

International exchange is still dominated by the struggle for material progress. Financial， human and 

diplomatic resources are today concentrated on e仔ortsto promote trade， technical achievements and the 

economy. In comparison， the resources available to promote international exchange for human and social 

progress are relatively poor. The opinion can be heard that the raison d'etre for such exchanges is in the 

support of trade. We who are working in the field of information have the inspiring task of promoting the 

understanding of values other than the material ones. In the international scene we can also remain un-

hindered by the complexities of competition. This gives us the opportunity to create close personal r巴lationships

built on idealism. 

For ten years the ]ISSS has made an important contribution towards the understanding of the Swedish 

society. 1 do not hesitate in giving it credit for the increasing interest amongst]apanese scholars in the Swedish 

model， manifested by the continual rise in requests for information documents from the Press and Information 

O伍ceof the Royal Swedish Embassy， and by the additional number of study visits to Sweden by individuals 

and groups interested in social sciences. More evidence of the ]ISSS' activities is the great number of articles 

in newspapers and magazines on the Swedish society written by its members. This however is only the tip of 
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the iceberg. The most important thing， perhaps， is that studies on the Swedish society are made in university 

seminars headed by eminent scholars. 

It is my sincere hope that the ]ISSS， after its first decade， is so deeply rooted in the ]apanese society that 

it has sufficient strength to grow and to develop further its important role in contributing towards the mutual 

understanding between Sweden and ]apan 

Thus， with great pleasure， 1 wish the ]apanese Institute for Social Studies on Sweden a successful and 

prosperous development for many years to come. 

Mr. Nils-Gustav Hildeman 

Program Director of the Swedish Institute， 

Council Member of the Sweden-]apan Foundation 

The vital need for international exchange in education and research is questioned by nobody. Equally 

necessary is a constant exchange of experiences and ideas at the internationallevel. Within the total network 

of such exchanges， a co-operation between ]apan and Sweden is an indispensable e1ement. 

It is natural that the interchange between two highly developed and highly industrialized countries such as 

]apan and Sweden is largely taking place within the areas of industry and technology. However， as soon as 

there is a certain volume of co-operation in these areas a need arises for broader information and knowledge 

about each country's cultural， social， economic and political conditions. It is within this sphere that the 

]apanese Institute for Social Studies on Sweden is making a most substantial contribution. 

The physical distance between]apan and Sweden is a problem in itself. The “cultural distance" is in many 

ways a problem of similar magnitude. By making Sweden more easily comprehensible to ]apanese people， 

the ]ISSS has undoubtedly done a very great deal during its ten years of existence to reduce this gap. There 

is， in fact， no institute quite Iike it anywhere in the world， not even among Sweden's c10sest neighbours. 

It would also be di伍cultto point to any non-Swedish institution that has worked more consistently for the 

purpose of spreading knowledge about Sweden's social and economic structure and systems. Through and 

along with this work the ]ISSS has contributed greatly to an improved and expanded interchange of ideas 

and experiences between our two countries. 

The Swedish Institute in Stockholm has had the privilege of co-operating quite c10sely with the ]ISSS 

over the years. It is with great pleasure that we extend our warmest well-wishes to our colleagues in Tokyo on 

the occasion of their Institute's tenth anniversary. 

Prof. Gunnar Hambraeus 

Chairman of the Sweden-]apan Foundation 

Mr. Arne Berglund 

President of the Sweden-]apan Foundation 

It is our great honour and pleasure to congratulate you warmly on the 10th Anniversary of the ]apanese 

Institute for Social Studies on Sweden. 

During the years， your institute has contributed greatly to increase the knowledge of Swedish society in 
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japan. A五neexample of this work was the arrangement of the C.P. Thunberg symposium last year. 

We want to thank you for the good cooperation during the last ten years and to express our hope that your 

institute will be successful in its work also in the years to come. 

Mr. Ralph W. Green 

Technical-Scientific Attache， Royal Swedish Embassy 

The Society， and especially the cultural traditions and values fostered by the Society， forms a very impor-

tant background for policy decisions made about technical and scientific research to be performed. On the 

other hand the results of such research form the basis for the future society. With this in mind it is very natural 

for the technical-scientific attache of the Swedish Embassy to encourage and support the important activities 

of jISSS. 

On the occasion of the 10th anniversary for jISSS we would like， not only to convey our congratulations， 

but also to express our gratitude for many years offruitful cooperation and our very best wishes for many more 

successful years to come. 

社団法人 経済団体連合会会長 . 

社団法人 目 瑞基金会長ム

最近， わが国の経済力に対する海外からの評価

はきわめて高く ，またそれとともにその地位にふ

さわ しい国際的責任を果たすよう厳 しく要請され

ているが，他方， 国内を見ると経済界は石油シ ョ

ック 以来の深刻な長期不況に日申吟しており ，これ

から一日も早く脱却することが 強 く望まれてい

る。

そこで輸送施設等の公共投資による産業基盤の

整備と並んで，住宅，医療施設， 上下水道などわ

れわれの生活環境を整備 し，健全に して活力ある

福祉社会を建設することが喫緊の課題となってL、

る。

北欧の王国スウ ェーデンは， 豊かな福祉社会を

世界に先駆けて実現した国として日本でも広く知

られているが，経済の現状を見ると多少問題もあ

光 敏 夫

るよ うに思われる。

また同国は独創性高 く，きわめて優れた技術を

開拓し， 独自の経済体制を構築しており ，わが国

としても学ぶべき点が多 あ々る。

同国に対して，わが国としても単なる貿易経済

関係にとどまらず，技術，知識，情報あるいは人

聞の交流など様 な々段階における交流を一段と活

液化し， スウェ ーデンとの関係を密に してい く必

要があると思われ，その意味でスウェーデンの経

済， 社会状勢等の基礎的研究を続けているス ウェ

ーデン社会研究所の活動に期待するところがきわ

めて大きい。

この研究所が十周年を契機になお一層発展され

ることを強く希望する。
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[堤言

当研究所の次の 10年 の た め に

スウェーデン社会研究所は、創立10周年を迎え

て、その「第2段階」に入ることになりましょ

う。その運営にも研究のあり方にも、新機軸の創

出が必要となると思われます。それは会員諸賢の

智慧の集成によらねばなりませんので、 10周年を

機に多くの皆様方の御提議・御高導をお願い申上

げます。

いま限られた紙幅で私見の一端を申述べさせて

頂くならば、 1967年に発足して10年間の 「第 1段

階」では、スウェーデンからの学術・文化 ・情報

の導入が研究所活動の主流をなしていたことは否

めません。もとより日本の優秀な学者でスウ ェー

デンの学界に知的貢献をなさ った方も幾人かあ

り、また同様の文化・情報の輸出も幾件か数えら

れますし、その媒介としての当研究所の活動をい

ささか内心喜びを以て回想することはできます。

しかしながら傾;向としては干ムどもはスウェーデン

からの学術 ・情報の摂取につとめるという姿勢が

支配的でした。

第 l段階がそういう傾向であったことの根拠と

しては幾つかの線を挙げえましょう。第 1に、約

100年前、われわれの先祖が日本の「近代化」に

踏み切ったとき、その師匠とした国ぐには、近代

化の先進国としてのイギリス、アメリカ、フラン

ス、 ドイツ等々でした。それらの師匠国をまねる

ことで、日本は文明開化の線で急速に進歩しまし

たが、その反面「近代」特有の弊害面にも突き進

み、自滅の悲運に遭遇しました。敗戦後のわれわ

れに真に希望を与えてくれたものは、かつては敗

戦国でありながら、今日では福祉国家として近代

国家よりも一段と高い(あるいは深U、〉次元を先

駆的に歩みつつある北欧諸国の姿でした。われわ

れはそういう「現代化」先進国としてのスウェー

デンの国の体質から、本質的なものを学び、もっ

て敗戦後の日本の国作りに貢献しようと考えまし

た。したがって、当研究所の第 1段階での姿勢
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常務理事 高 須 裕

が、スウェーデンからの栄養摂取に傾いたのも当

然の成り行きでした。

第 2の根拠として考えられることは、少なくと

も1973年の石油ショックまでは、世界経済も日本

経済も(表面上は〉順調を保っており、 「経済的

繁栄の上に築かれた福祉」という形での福祉国家

が一般的に可能でした。経済という次元は、その

本質としての 「一般性」のゆえに世界の諸福祉国

家には共通なまたは共通になしうる面や線が多々

ありました。 (たとえば年金制度の仕組みの如き

です。〉 それゆえ先進国スウェーデンからの輸入

に、われわれの姿勢が傾いたのも、60年代を中心

とした第 l段階では当然の次第でした。

しかるに今日の情況は、世界経済も日本経済も

大きな転換期に入り、不況は慢性化し、ひと昔前

の繁栄は二度とかえらないでしょう。もはや 「経

済的繁栄の上に立った福祉」と いう捉え方も構想、

も、それだけでは時代遅れとなってきています。

今後に重要なのは、むしろ生活の智慧を活かし、

芸術に喜びを求めるような「社会的・文化的背景

から産み出される福祉」といった型の創造でしょ

う。その意味では 「スウェーデン社会研究所」の

「社会」が生きてくるのはむしろ今後の10年にあ

るといえるかもしれません。

そのように考える場合、私どもとしては、 「ス

ウェーデンからの輸入超過」的な従来の姿勢にと

どま っていてはならないで しょ う。私どもの今後

の10年は、スワェーデンの社会・文化と真の意味

で 「交流」できる日本文化の輸出態勢の整備にも

努めなくてはなりますまい。本来、日本文化は日

本一国に弧立したものではなく、東と西との融和

する所にその原点があったのでしょうから、その

意味でも今後の10年の当研究所の仕事は一層重要

なものとなりまよう 。皆様方の御協力を切にお願

い申上げます。



11想い出の記録 1

クリスティーナ王女を迎えて関所式(1967)

リンドベック教授を凶むシンポジウム(1975)

ツュンベリー来日 200年記念事業

植樹、右端は大使(1976)

スウェーデン語講習会

第 4回スワェーデン視察団派遣(1977)
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わたくしにとっての

スウェーデン

理事慶応義塾大学名誉教授

気賀健

スウェーデンという国は、日本とまったく対照

的な国で、日本のもつ悩みをもっていない国だと

いうのが、わたくしがもっているこの国の映像で

した。総人口は東京都の人口にも及ばないが、総

面積は日本よりやや大きいし、美しい自然と資源

に恵まれた因。十九世紀になってからは、戦争に

参加しないで、中立を守りつづけているが、軍備

は充実している園、日本は十九世紀の後半に世界

の文明に照されて以来、何度か戦争に参加しなが

ら、今は無防備に近い状態でいてしかも中立でき

ない園、スウェーデンは今日世界の覇を争う国々

のどれとも直接となりあっていないで、よその国

がそのあいだに介在しているのに、 日本は島国と

いっても、海の向うには世界の覇を争う国がひか

えているという地政学的な対照。国民の文化・教

養・富の程度はどうであろう。一概に断定するの

は危険かもしれないが、平均的にいって、近代自

由主義の生んだ文化と富とでは、 日本はど うみて

もスウェーデンに劣るといわざるをえないであろ

う。

日本には日本の固有の歴史があり、文化がある

のであるから、西欧的な基準でその国の文化の優

劣をきめるのはナンセンスであるけれども、近代

的自由主義の価値を高く評価するものにとって

は、スウェーデンは先進的であり 、学ぶべき多く

のものを日本はスウェーデンに求めることができ

るであろう。

わたくしは、たまたまこの夏北欧の四ヶ国をめ

ぐりあるく機会があって、ストックホノレムには僅

か二晩であるが滞在した。そしてかねての映像を

まのあたりにみたのである。

美しい都市づくり 、おだやかな市民の挙動、森

と水の風景、豊かさを象徴するごとくみえる無数

のヨットと行きとどいた社会施設。

しかしこういう国も世界の動きから離れてくら

すことはできない。インフレーション、失業、財

政の困窮、あるいは赤字のうごめき、人間の悩み
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はどこへいっても尽きることはない。近代自由主

義の行きつまりの一つの姿をわたくしはイギリス

にみつける。これからさきイギリスがどうやって

昔日の繁栄と栄光をとりかえすかは一つの歴史的

みものであると思っているが、スウ ェーデンの1等

来はどうなるであろうか。これもまた一つの歴史

的なみものである。

他山の石

朝日新聞論説主幹江幡 j青

スウェ ーデンの福祉政策について、わたくしは

全くの素人であるが、最近いろいろ乱読していて

興味をひかれたのは、福祉活動におけるコムュニ

テイ、家族、ボランティアの役割が再評価されつ

つある、という記事である。かつて、イギリスの

福祉政策の話をきいたとき、イギリスではボラン

ティア活動が出発点であり、それを公的な福祉活

動に連繋させるのだが、スウェーデンでは公的活

動がすべてであるーというのは、スウェーデンは

雪の多い寒い国でもあり、人びとも独立し他人に

干渉したがらない性格なので、ボランティア活動

よりも公的活動で面倒をみるのだ、という主旨で

あった。なるほどと思ったことであるが、最近は、

福祉活動に人間味をもたせるために、また費用の

膨張を防ぐために、地域社会やボランティアの役

割が重視され、再編成されつつある、というので

ある。

それに関連して思いだすのは、昨年秋の総選挙

で、 44年間つづいた社会民主党が敗北した、その

基本的な原因は何かについて、スウェーデンの知

友からいただいたコメントである。 1960年代の自

治体改革が大きな要因だということで、たとえば

市町村など自治体の数は2，500から277に減り 、議

員や評議員の数も 3分の lにな った。家族同士や

隣人との付き合いに大事なコムュニティが崩壊し、

政治的意見を述べ合う場所が減り、市町村の役場

は遠くなり、市町村議員と一般住民との聞の巨離

やギャップが大きくなった。分権化(デセントラ

リゼーション〉の要求が中央党から出され、中央

党は過去12年間に得票率を14%から25%近くまで

伸ばした、というのである。

この 2点がどう関連しあっているのかはともか

く、非常に興味ふかく傾聴させられたことどもで

あった。
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心からお喜びを
評議員元拓殖大学教授

竪山利忠

創立10周、年研究所が確立されたことを心から

お喜び申し上げます。高須先生に御紹介を受け、

大変ノ、リ切って会員にしていただいたのですが、

学生たちの研究に利用させていただく 一方で、何

のお役にも立たなかったことをすまないと思って

います。何と言っても福祉国家のモデノレでもあり、

問題も先駆的に是非いずれも出て参りますので、

しっかり勉強しなくてはという情熱には少しも変

りありません。ミュノレダーノレのアジアのドラマ

は、もうどこの大学に行っても備えつけられてい

ます。そのスウェーデンについて、専門の研究機

闘があることは、皆様にと っては大変な御努力の

結果ですけれど、誇りであり、そこに機縁をもつ

ことの出来た私は、ここで御協力を強め、大いに

活用させていただきたいと考えます。よろしくお

願いしつつ、心から十周年のお祝いを申しのべる

ことにしましTこ。

スウェーデンの良さ

理 事 慶応義塾大学教授

加藤 寛

一般的には、自分の専門に研究している国を好

きになるものだというが、私の研究対象であるソ

連はどうにも好きになれない。ロシア人はとても

人なっこいし好きな国民だが、共産主義という体

制がたまらなく不自由を感じさせるためらしい。

つまり個々人は怠け者で快楽的であたたかい田園

的性格であるのに、共産主義という体制のもとで

は、厳しく、さい疑心が強くいつも制限されてい

るという融通の悪さがある。

ところがスウェーデンはそれとは全く違う 印象

を受け、初めて訪れた時から、私はスウェーデン

にあこがれてしま った。スウェーデン人個々の性

格はロシア人ほど知らないが、 どうも一般的印象

からすれば、まじめで、働き者で合理的な冷たさ

があるように思えてならない。少なくともロシア

人ほど農民的ではない。それでいて、国の自由さ

はソ連で息がつまりそうなものとは正反対だし、

原則は原則として、場合によっては融通してくれ

るその明るさは何といっても有難い。日本は自由

だとよ くいわれるが、スウェーデンのような、平

等をくずさずに混たかさをもった自由はない。日

本の場合、融通さもコネによることが多くて平等

ではないし、規則にぶつからない限りに自由であ

るにすぎない。日本では、自由は一定の枠の中で

放任されているだけであり、スウェーデンのよう

に個人の責任において自由と規律を自分で作りだ

すというものではない。

スウェーデン人の清潔さや素直さは決して自由

を強制されたり放任されたりする国では育たない

ものである。 北欧を訪れた人は誰でもその居心地

の良さにすっかり満足してしまうにちがいない。

私自身、ソ連や東欧、西欧、アメリカと何回か訪れ

ているが、どこ の国よりも心のやすらぎを覚える

のが北欧であり 、スウェーデンである。良いと思

うことは何でも実験していくし、いつも平等な配

慮をする心づかいは、世界でも稀な国民であろう。

こんなすばらしい国のイメージを、フリ ーセッ

クスとしてしか日本に伝えなかった罪をマスコミ

は反省すべきだし、その一方で、まじめなスウェ

ーデンを伝え続けて10年たったスウェーデン社会

研究所の功績はまことに大きい。日本では貿易な

ど利益につながらないとその国を軽視する傾向が

あるが、スウェーデンの人間生活のための実験は、

日本に物量以上の、大きな無形の知恵を授けてく

れる。その意味でスウェーデンは日本にとってア

メリカに匹敵する大国である。

身近かなスウェーデン

大阪医大教授吉田書三郎

スウェーデンは私の老人問題への開眼の師であ

り北欧の風物は私の絵心をそそって止まない。ヨ

ーロッパへ旅するとどうしても足がむく 。日本に

次いでの心の古里というべきか。

1975年には政策科学研究所の 「社会保障を中心

とする補助金制度の国際比較」研究を、わけて老

人問題を軸に行うことになり 、まずスウェ ーデン

を訪ね次いでイギリスに亘った。その後私一人 ヨ

ッテボリに舞い戻った。友人たちを訪ねてみたか

ったからで去った。

この地はスウェーデンでは一番変化の烈しν商

工業都市である。この10数年の聞に知人たちはそ

れぞれに人生行路を歩んでいった。衛生教育の

Dr. S. Haraldsonはいま、北欧共同立の公害衛

生学院の理事をしている。地域公医をしていた彼
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とともに 1月末ラプランドの辺境をスキーで巡回

した思い出は昨日のように浮ぶ。しかしすでに彼

はVarberg近くの海辺のサマー ・ハウスに手を

加えて老後の巣ごもり準備を整えていた。この館

からは荒海の水平線に落ちる夕陽を真面に眺めら

れる。淋しいが荘厳な風景に数羽の白鳥がとひ、か

っていた。

この節ヨッテボリだけでなく 、ボロスのような

田舎町についても中国料理屈をみかける。こ こで

働く日本女性をみたo'59年私がこの地を訪ねたと

きは岩井産業の出張員只一人がみかけた 日本人で

あった。中国料理屈は一軒もなかった。アジア人は

珍らしい存在で、クリスマス、正月など季節の折目

にはニーュズ ・マンの訪問をうけたほどであった。

野放図な私はこの土地の誰とでも親しくつきあ

う習性が身についてしまっている。 '75年 この地

からアムステノレダムへと飛び去ろうとエア ・ポー

トへいくとポリに連行された。飛行機を待たして

40分以上の厳しい調べが続いた。なにか赤軍の一

味と誤認されたとあとではわかった。私の名簿か

らは右も左もいろいろな人名が出た。挙句ヨッテ

ボリの副知事の MartinBrattが電話で呼出され、

ここでようやく証がたったようであ った。

ポリの態度は一変した。 後日この 2 ~ 3 目前、

ストックホ/レムで赤軍が建物をスケッチして捕え

られたことを知った。 どうも私のスケ ッチぐせも

一役かっていた様子であった。

Bratt氏から後程丁重な慰間の手紙をいただい

て恐縮した次第であったが、よきにつけ悪しきに

つけいろいろな意味でスウェーデンは日本にと っ

てまことに近い固になった気がしてならない。そ

してスウェーデン社会研究所の存在意義は大きい

と感じる。その関係の皆さんに私のスウェーデン

滞在が機縁にな ってできたヨッテボリ日瑞協会と

いうフレンドリーな団体のあることを知って交流

を深めていただけたらと願うものである。

ほほえましい北欧人

評議員玉川大学教授高井 泉

イギリスのハリッチからデンマーク、ユトラン

ド半島西岸にあるエスベア港行きの連絡船に乗り

こんだのは夕刻6時頃であ った。 夜が明けて船上

に出て見ると春の静かな海原を船は北へ北へとば

く進していた。午後はるか右舷のかなたに山らし
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いものが見えて来た の

で、船員にもうデンマー '

クの沖だろうか、と訊い

てみたら、否未だ、の返

事だった。午後は多くの

人々でデッキ上は混雑し

ていたが、空には十数羽

のカモメが船を追いつも

どりつして飛んでいた。

きっと船から捨てる残飯

でもたベに集ったのだろうと別に気にもしなかっ

たが、突然そのー羽が船に向って急降下してきた

ので、はっとおどろきその向うを見ると半ズボン

の一少年が、右手に何か白い物を持ち上げて空の

一角をじっと腕みつけているではないか。一体あ

の児は何をしているのだろうー ーするとくだんの

カモメが少年の持上げているパンらしいエサをあ

ざやかに日至えて空高くとび去って行ってしまっ

た。之を見た他のパッセンジャ達も同様エサを鴎

どもに与え始めた。やがて今朝ほど尋ねた船員が

近づいて来て、も うデンマークの沖ですよ、と知

らせてくれた。船は夕刻近くエスベア港に着き上

陸前に形式的な旅券と荷物の検査がすむと、コペ

ンハーゲン行の急行に乗るつもりで駅に急いだ。

出発にはまだ少し時聞があ ったので荷物を預け

て市内見物に出かけ小さな公園にたどりつきベン

チで一休みしていた。すると、お婆さんが可愛い

坊やの手を引いて公園に入って来た。見るとその

児は袋からパン屑らしいエサをとり出して、さあ

どうぞ、と云いながらパラパラとエサを芝生の上

に撤き散らしはじめた。すると木立の聞から数羽

の小雀が現われてそのエサを食べ始めた。今度は

お婆さんが自分の手の平の上にエサを置いて高く

持上げていると別の雀がとんで来て食べはじめて

いるではないか。その珍しい状景を眺めた時は、

主きに船上で鴎にエサを与へた時に劣らぬ日本で

はとうてい想像出来ぬその美しい光景に見惚れて

しまったのであった。

以上は、戦前の体験であったが、現在でも尚この

珍らしい状景に接することが出来るのである。そ

れはコ市のあるシエーラン島のコセア (Korぬr)

港とフユン島のニーボー (Nyborg)聞の連絡船

の最上デッキに登るとカモメ共がさかんにエサを

貰いに集っているのが見られるのである。又田舎

町のレストランで食事をしていると小雀が足もと



に寄って来てエサをあさっている様子など、とて

もわが国では想像も及ばぬほほえましい光景にぶ

つつかるのである。

000  

キリスト教国でもない日本がこの頃12月になると

Xマスプレゼン トの交換がさかんに行われ、お歳

暮とともに今では年末行事のーっとして定着した

ようである。が然しわが国ではそれらがすべて人

間同志の行為であって、もの云わぬ動物へのプレ

ゼントなど思いもよらぬことではあるまいか。と

ころが、デンマークでは12月に入ると雀など空の

野鳥などへもXマスプレンゼントが贈られるので

ある。それは鳥の大好物であるエン麦か大麦を束

にして、公園か住宅の窓外又はピノレの入口(写真〉

に出しておいて鳥が自由に食べられる仕組みにな

っているのである。

000  
先年ある団体の案内でスウェーデンのエーレブ

ロから山越えしてカーノレスタートに行く途中のこ

とであった。パスは山道の美しい松林を縫って快

調に進んでいたが突然急停車をした。何か事故で

も、と車内は騒然となりかけた。すると運チャン

は、小声で今前方に十数羽の雁の一群が路上で、羽

休みをしている。やがて朔び立つまで暫くお静か

に…ー不図、もしこれが日本の圏内であったら一

感無量なものを感じさせられた。

円児童の世紀"を担った

スウェーデン

埼玉県立厚生専門学院荒井 例

「人々は、痛ましき記憶に充たされ、或は熱烈

なる希望に満たされて、世紀の改転を待ち設け

た。そして時計が最後の12時を打っと、無数の取

り止めもない行末の不安を感じたのであった。彼

等は新らしき二十世紀が、恐らくは、確かに、唯

一のもの 即ち平和 をのみ与えてくれるだ

ろうと感じた。彼等は、今日悩み戦へる者どもも

世紀の改まるとともに再び悩み戦はないで済むや

うになるだろうと感じた。」

これは、今から60年以上前、故原田実先生が、

学校を卒業したばかりの頃の若き日に、エレン・

ケイの『児童の世紀』を訳出した最初の一節であ

る。エレン・ケイは言うまでもなく、スウェーデ

ンが生んだ偉大な女性の思想家であり 、 『児童の

世紀』は、今世紀を迎えるに際し、彼女が子ども

の幸せを願って世に訴えた著書である。

ところで、公害問題がクローズアップされ始め

た項、日本をカナリヤに見立でた「日本カナリヤ

論」と云うものの言い方がなされた。急成長の経

済社会のトップをきって、命取りになるかもしれ

ぬ来るべきオーバーヒートもものかは、がむしゃ

らに走り続ける日本の本質的弱さを外側カ〉ら冷や

かに眺めての、もののたとえである。 30年先のこ

となど知ったものか、と言う大人たちの剃那的な

セリフには、幼い生命をおもう愛、自分たちの生

きがいを未来につなごうというロマンは見られな

し、。

日本は世界の中のカナリヤらしいことは誰しも

認めるところだが、しかし、人間社会のなかでの

カナリヤは、自分たちの幼い子どもたちであるこ

とを心の底から感じ取っているかどうかはあやし

い。母乳汚染は更に進行しているという。せめて

赤ちゃんのいのちである母乳のことに対してぐら

い、なぜ国を挙げて断乎たる処置が取れないでい

るのだろうか。もし、母の乳房に抱かれない赤子

が一般的となるのだと仮定したら、もう何も言う

ことはなくなってしまう。

スワェーデンの児童福祉の歴史には厚みがあ

る。その結果としてのすばらしく行き届いた施

策、たとえば保育施設や教育のやり方、そして遊

び場作りなどには学ぶべき多くの蓄積がある。明

るくアット・ホームな保育園、労作教育をたっぷ

りと取り入れた初等教育のカリキュラム、子ども

たちが走り回れる空間を随所にはめ込んだ都市作

り、などなどから我々は沢山の心暖まるアイディ

アを読み取ることができる。

77年前、エレン・ケイは『児童の世紀』のなか

で次のように述べたのであった。 I全人類が真に

目醒めて『生殖の神聖』を自覚」した時には、

「子孫及びその発生、その処置、その教育に関す

る事柄が社会の中心事業となり、総ての道徳、総

ての法律、総ての社会施設がそれ等の事柄の周囲

に集り来たるであろう。」

(※文中の引用は、いずれも、原因実訳『児童の

世紀』大同館書居、大正 5年、による。〉

ストックホルムと丸の内

北陸製薬株式会社高橋 文

ごくありふれた市民が日常生活の中でスウェー
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デン社会研究所に接するのは、スウェーデン語講

習を案内している朝日新聞の片隅の記事であろ

う。申し込みおよび問い合せはスウェーデン社会

研究所にという言葉に終っているこの案内に、多

少ともスウェーデン語に興味をもっている者はひ

かれる。そうして私も御多分にもれずに早速申し

込みを試みた。そして定員オーバーと丁重に断わ

られた。 1968年のことであった。

その翌年、梅雨の季節に私は横浜から船に乗っ

て日本を離れた。そしてスウェーデンに定着した。

緑と湖にかこまれたストックホノレムの街は、絵の

中の風景のようにこの上なく美しかった。その美

しい街でとある日訪れた SvenskaInstitutetの

図書室に、スワェーデン社会研究月報が置いてあ

るのを見た。その夜、ストックホノレムから日本の丸

の内にあてて、私に月報を送って下さいと手紙を

書いた。それから月報は正確に丸の内からストッ

クホノレムの私の手許に届いた。 DagensNyheter 

の記事の一部がおぼろげにわかりかけていた頃、

スウェーデンの圧縮した記事を日本語で読めるの

は有難かった。私はストックホノレム大学の学生で、

あり、せうせと大学に通って言葉を学んでいた。

1970年の夏休み、片言のスワェーデン語が話せ

る様になって私は新聞広告をたよりに、ストック

ホノレム市内の病院薬局にアノレバイトがしたいと申

し込んだ。面接をした人事課長も薬局長も女性で、

あり、日本で病院薬局の経験があるという私を向

性のよしみであっさりと採用してくれた。こうし

て3ヶ月余、毎日通った薬局では実に多くのこと

を学んだ。薬剤師、技術員等すべて女性であり、

とりわけ彼女等の生き方や仕事に対する意欲には

目を見張るものがあった。このような意欲がスワ

ェーデン社会の男女平等化を押し進めているのだ

ろうか、或いは社会制度がこのような女性の生き

方をうむのだろうか等と考えた。

9月からまた大学に通った。夏の白夜とひきか

えに夜がだんだんと長くなり、明るい時聞が極端

に短くなった。クリスマスが来て、そうして年が

明けた。冬は予想、程に寒さは感じなかったが、零

下20度を越すと外に出たとたんに鼻毛が氷った。

森の中に散在する湖に一面に厚い氷が張り、休日

にはその上を走りつづけて森をぬけ、別の街並み

に出会ったりした。そうして 4月、ょうやく暖か

く日が照って春が来たかと思うと雪が降り、また

暖かく日が照って今度こそ春と思うと、翌日は容

赦なく雪が降った。がっかりしている私に、この
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気候を aprilvader (April weather)と呼ぶの

だと友人が教えてくれた。このような気候に耐え

抜いているスウェーデン人の気質を考えてみた。

やがてクロカスが芽吹き、そして 5月、春が来て

一年中で一番美しい季節と人々は言い、花々は属

毎に芽吹いていた。リンネはきっと春の季節に植

物分類についてのヒントを得たに違いない等と想

像した。

その年の夏、日本から来られた高須先生、丸尾

先生とストックホノレムのレストランではじめてお

会いした。私は間もなく帰国を予定しており、ス

ウェーデン社会研究所の先生方に会えたことは嬉

しかった。そして1972年の初頭、アーランダ空港

を発って日本に帰った。 1月というのに羽田には

まぶしい程の太陽があふれでおり、日本をしみじ

みと感じた。

スウェーデン社会研究所は丸の内の一隅にあ

り、語学講習にはもう断られることもなく特別ク

ラスに入れてもらえた。 StaffanJanssonさんが

先生であり、日本語ではじめてスウェーデン語を

教わった。日本になじむまでの数ヶ月は、研究所

に来てスウェーデン語を聞き、スウェーデンのこ

とを読んでいると心がやすらいだ。それから今日

まで、語学をはじめいろいろな研究会や講演会、

共同研究等に参加させてもら った。

ストックホルムから東京に帰って来た私は、ま

た東京の丸の内を通してスワェーデンを見つづ

け、そして時々、その国へ出掛けて行ったりして

し、る。

スウェーデン社会研究所

創立当時の回想

ヤンソン・スタファン

1965年から68年まで、私は文部省の研究留学生

として日本に滞在しました。日本に来る前から国

際的な文化交流には関心がありましたが、その関

心は来日したことによりなお深められました。高

須さんからスウェーデンと日本の聞の文化的及び

社会的交流を目的とする機関を築きたいという話

を伺った時、すぐに積極的に協力したのも、私自

身、二国聞の交流を何とかすすめたいと考えてい

たからです。

高須さんとは来日 l年目の北欧文化協会主催の

ノレシア祭で初めてお会し、して以来、私が教えてい



• 

• 

たスウェーデン語勉強会に参加された折になど、

研究所設立のお話が出される前から、たびたび、お

会いする機会がありました。 66年10月、研究所設

立のための最初の話し合いがありました。 小野寺

御夫妻、石渡さん、高須さん、そして私が出席し

ました。(のち、クノレ ト・フランソンさんも力日わ

りました。〉 研究所の活動内容、研究所設立の方

法など、討議の内容は集会ごとに煮つめられ、最

後に具体的な項目別の規定ができあがりました。

規定の主要点は、いかなる方法で日本とスウェ

ーデン両国間の研究及び文化の交流を進めたらよ

いかということでした。例えばスウェーデン人や

日本人を講師に招き、集会を持っとか、スウェー

デン語講習会を開催するとか、スウェーデン社会

の研究をする人々を援助するとか、日本の研究者

がスウェーデンへ研究しに行くことを奨励し、ま

た、スウェーデンの研究者たちが来日の際にはこ

れに協力するなどさまざまな方法が検討されまし

た。

初めの段階から当時の駐日大使カーノレ ・フレド

リック・アノレムクヴィスト閣下とこ等書記官イン

ゴノレフ・キソーフ氏に連絡をとっておりました。

御二人ともこの研究所設立に関し深い理解を示

し、おしみなく協力をして下さいました。

翌67年の春、西村さんが研究所設立グループに

加わりました。討議もこの頃には一応終り、具体

的実行の段階に入りました。両国の心ある方々の

援助もあって、いよいよ同年10月 「スワェーデン

社会研究所」が設立されました。

研究所は最初の活動の一つにスウェーデン語講

習会がありました。朝日新聞に広告を出したら80

名の申込みがあったことをおぼえています。残念

なことに半数しか収容することができなかったの

で約40名の生徒が第 1回のスウ ェーデン語講習会

を受けたことになります。講師はフランソンさ

ん、石渡さん、それに私でした。語学講習会はそ

の後も現在にいたるまで続けられ、総数1， 450名

の人々がスウェーデン語をこの研究所で勉強しま

した。講師のメンパーもこの間スウェーデンから

の留学生をはじめ何度も交替がありました。

この10年の問、スワェーデン社会研究所は日瑞

両国間の情報と理解を深めるため、さまざまな機

会を通して活躍してきました。設立の当時を知る

者にとりましては研究所の現在の活躍ぶりを見る

ことは喜びに耐えません。スウェーデン社会研究

所が今後、 一層発展することを願います。

スウェーデン社会研究所設立

10周年記念に思う

側日本都市開発研究所
側福祉都市研究会

代表取締役三 宅 俊 治

近年わが国においては、スウェーデンについて

の関心が高まってきており、この固についての論

評が多い。私たち日本人にとって、スウェーデン

はどんなイメージをもたらす固なのか。北欧の一

角に位置し、美しい自然に恵まれた森と湖の園、

静かな、豊かな社会福祉の固など。それに幻想的

な白夜の印象も加わって、遠い彼方の夢のような

国だったのかも知れない。

しかし、この国が注目をされてきたのは、わが

国が高度な経済成長をした反面、新たに環境問題

や社会福祉などに見られる歪が生じてきて、人々

の聞に人間生活尊重の反省が強く打ち出されてき

たごく近年のことである。これらの問題について、

スウェーデンは一つの手本とも云える存在として

クローズアップされてきたわけである。

ところがこの手本の国は、いろいろの話題をま

いてきた。

例えば、スウェーデンでは老人の自殺率が極め

て高い、非行少年が街にあふれでいる、若者の勤

労意欲は非常に低く、社会風紀はみだれている。

これらは、行き過ぎた社会福祉の結果である。等

々。しかもこれらの話題が、わが国の政治、経済

の主要な立場にいる人々の聞においてさえ混乱し

て語られ、又一流雑誌、新聞紙上をも賑わした。

スウェーデンを正しく理解し、判断しようとす

る人々にとって、スウェーデンに関する情報は、

余りにも混乱してきたようである。勿論、いろい

ろの情報があり話題があってよい。しかし、私た

ち日本人は、とかく物事を短絡して考えがちであ

るし、極端な判断に走りがちである。まちがった

情報や話題がまかり通って、わが国における福祉

の行方を誤らせたり、又福祉アレノレギーにおちい

らせたりしてはならないと思う。

スウェーデン社会研究所が設立されて10年、そ

の地道は調査研究の成果を高く評価するが、更に、

これからは、スウェーデンに関する情報提供の最

高最良の窓口としての役割をも期待したいと思

う。
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Some Notes on the Swedish Language Program 

Mrs. Gerd Hijino Larsson 

From its inception ten years ago， a very important part of the activities of the institute 

has centered round the language courses. As 1 understand， the raison d'etre of these was 

a rather mixed bag; not least among the blessings was the ensuing pecuniary rewards which 

would go to reinforce the sparse scholarship endowments of Swedish research students in 

Tokyo hired to teach. 

Now， the need for instruction in the Swedish language has turned out to be quite 

insatiable， and the program has grown far beyond the early appraisals of its possibilities. 

There has been no other teaching body to meet this demand and the language classes at 

the institute has been the starting point (or sometimes more of a midway milestone， 

perhaps) for a number of Japanese studying on Sweden. More than 1400 students have 

enrolled in the program ; 180 classes have been conducted in all so far. For the past years 

there has usually been three annual terms， each running with two weekly meetings 

with each class for eight weeks， allowing the students to complete the three level basic 

course within a year of study. Beyond this there has also been offered a number of 

secondary courses over the years， such as advanced grammar， literature， and translation 

training classes. 

The roster of teachers has had a fair sprinkling of journalists and natural scientists 

filling out the shortages of pure-bred linguists. This melange has worked remarkably well -

perhaps adding to the study of inflections and syntax the special flavour of a teaching 

staff drawing from a great variety of background knowledge. There certainly has been a 

number of more or less dogmatic approaches to subject matter and students. 

As variated and meritorious as the list of teachers over the years may seem， it is no 

match for the list of students. 1 can think of no immediate link between them all looking 

at the wide differences in ages， vocations， and previous training -except of course an 

obvious yearning to learn Swedish. And that they usually set out to do with the greatest 

relish. Over the years 1 have seen a noticeable increase of portable tape recorders， but 

that aside， the expectant hush at the beginning of each class， the eager unison canting of 

glossaries， and the more relaxed question-and-answer exchanges at advanced levels remain 

the same. 1 think most teachers will agree with me， saying that a more dedicated and 

enthusiastic crowd of Swedish-learners would be hard to come by. A number of solid 

friendships have gotten started here (including at least one successful marriage， 1 hear) ; 

a number of friends have been won for Sweden， 

1 think it is fair to think of these teaching activities as cultural intermediation in no small 

way. We should recognize our responsibilities as such. Ever since 1 first started to teach 

at the institute some eight years ago there has been loose talk about expanding the 

program， finding a better equipped and more spacious lecture hall， hiring additional staff， etc. 

Let us wish for the decade to come that such hopes can be realized and that the 

chronicler ten years hence will be able to supply some even grander statistics. 
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現代史をリードする力に

埼玉県勤労者生活協同組合

八幡 一 範

スウェーデン社会研究所が創立されたのは、と

きあたかも 日本が高度成長の道をまっしぐらに走

っている最中であった。経済成長は正義であり 、

福祉国家はダメ人間の愚知のようにとられがちな

時代であった。この時代に安定成長、福祉志向の

こんにちを予見し、スウェーデン社会を研究しよ

うという企ては、北欧に関心を抱く若い世代にと

って、幕末の松下村塾を連想させる魅力的な出来

事と映った。

かねてお世話になっていた高須先生のお誘いが

. 有難く、研究会に出席させて頂いたり、月報の発

刊をお手伝いしたりした。昭和43年社団法人認可

となり、以来三年半、初期の事務局に専従させて

頂くこととなった。

当時の事務局は、二年前に故人となられた出納

功氏のほか、女子職員とアノレパイトを含めて、 2 

. 3人で運営に当たった。氏の風雪に耐えた人柄

と、鎌倉の自宅から持参される草花の姿が印象深

く思い起こされる。

この経験を通じて感ずることが二つある。一つ

はこうした民間の研究機関の場合、財政的基礎が

ある程度しっかりしていなければよい研究成果は

上げにくいという点である。創立当時の研究所

は、燃料のないまま出航した船のようなものであ

った。当時は西村所長がいろいろと心を砕かれ、

自らオースチンを駆って、資金集めに奔走され

. た。ときには私もお供をした。しかし成果は思い

通りに運ばず、 1回きりの寄付であったりつき合

いの範囲を出ず、目的を理解した後援は得難かっ

た。福祉国家は企業の関心事の範囲になかったの

である。事務局はなるべくっつましく運営し、研

究会の先生方にも手弁当で仕事をお願いしなけれ

ばならなかった。

第二は福祉国家というような幅広い対象の研究

を実りあるものにするには、各研究分野の学際的

協力が必要だという点である。個々の研究者の学

問的立場を尊重しつつ、それぞれの分野と研究を

組織的に編み上げ、 トータノレな成果を上げていく

ような協力が重要なのである。

近代において、歴史を動かし、リードする原動

力は学聞にあった。スウェーデン社会研究所は、

現代にあ ってそうした使命を担うべく誕生したも

のと考えるのは一方的にすぎるであろうか。いま

の時代は、そういう舞台まわりに来ている。その

ための会員の資質も十分である。10周年を迎えた

研究所の今後の活躍を心から期待したいと思う。

老齢年金の充実と

国際文化賞基金の設立

顧問小野寺

スウェーデンは今、国際収支の赤字に苦しみな

がら、なおかつ高度社会福祉の維持のために努力

している。ところが日本は、累積黒字の始末に戸

まど っている。そこで、わた しはこの機会に、二

つのアイデ、イアを、敢て提案する次第である。

日本の国民 1人あたりのGNPは、 1973年すで

に3，292ドノレに達し、スウェーデンの社会福祉が大

きく躍進した1963年の2，108ドノレを大きく抜いて

いる。スウ ェーデンは、この程度の経済力を以

て、すでに高福祉社会建設の大事業の完成にi直進

したとこを、われわれは心得ておく必要がある。

老令年金の充実は、日本の急務であり、また現

在の経済力を以てすれば一気にスワェーデンのレ

ベノレをねらうことには問題があるにしても、フィ

ンランド程度には行ける筈だ。フィンランドのG

NPは日本より低いが、社会保障にその 2%を支

出している。最も大切なのは、国民の理解と政府

の決断である。

これについて想い出されるのは、1950年代末に

おけるスウェーデンのATP成立の事情である。

賛否相反し最後のどたん場まで紛糾した。だがエ

ーランデノレ首相の断固たる態度により、また自 由

主義派の一議員の態度変更が幸いして、結局可決

成立された。なお、このATP構想、は、LO側の

アイディアによるものであったことを付加えてお

く。

国際文化賞基金の設立は、ノーベノレ賞基金の日

本版である。

このような事業をなしとげることによ って、日

本はエコノーミック・アニマノレの悪名を返上し、

文化大国として堂々名乗をあげることができるで

あろう 。これも、現在の経済力を以てしては不能

事ではない。むしろ国際的に見て、これを行う責

務があると見るべきである。

スウェーデンでノーベノレ賞基金の設立されたの
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は1901年、スウェーデンの貧乏国時代であった。

だが早くからスウェーデンを文化国家として格付

けしたのは、このノーベノレ賞基金の運営で、ある。

日本の今日の経済力を以てすれば、国際協力の

もとに国際文化賞基金を、ノーベノレ賞を造かに凌

駕する有力なものにすることも可能であるはずだ。

国際文化賞資金は一個人の出資によらず、広く

民聞から募金し、大企業の大口参加はもちろん歓

迎するところである。

受賞者の詮衡はこれを学士院に依嘱し、芸術賞

を設けるならば、これだけは芸術院に依頼するこ

ともできょう。何れにしても、ノーベル賞と競合

しないように、むしろ、よく協力して運営をより

有効ならしめように、努力することが必要であ

る。

貧乏スウェーデンから

福祉スウェーデンヘ

評議員小野寺百合子

ノレンド社会大学学長オーケ ・エノレメーノレ氏は

「貧乏スワェーデンから福祉スウェーデンへ」と

いう本を書いて、スウ ェーデンは最近まで如何に

ヨーロッパの北の端の貧乏国であったか、それが

どういう経過をたどって短期間のあいだに世界第

1級の福祉国家になったかを述べている。日本で

はどうかすると、今日のスウェーデンを見て、わ

れわれの及びもつかない高度のパラダイスと思う

一方で、スウェーデンは社会福祉政策のゆき過ぎ

から破綻に瀕しているので研究価値がないとい

う。この両極端の理論はどちらも皮相なスウェー

デン観といわざるを得ない。 19世紀の終りから20

世紀にかけて、食べられないでアメリカへ移住し

たスウェーデン人の数は 100万にのぼったと歴史

は語っている。肥沃でない土地、長くできびしい

冬の農業国がゆたかであったはずがない。それが

どうして今日の国民生活水準世界ーの仲間にはい

ることができたのだろうか。人聞の社会で、その

気になりさえすればそれは出来得ることなのだと

いう見本をスウェーデンは示している。その原因

を探り 、その経過を追求してゆけば、興味本位だ

けからいっても限りなく面白い。これから充実し

ていかなければならない日本の社会福祉政策全般

にとって、貧乏国から出発して福祉国家へ向う道

程には無限の示唆が含まれているのではなかろう
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か。謙虚にスウェーデン社会の各分野をこつこつ

勉強することは、明日の日本のために無駄だとは

思えない。

老人問題を一つ取ってみても、今から 100年前

にはスウェーデンでも日本と同じく、農業社会だ

ったから、老親は家族の中で経験者として尊敬さ

れ安らかに扶養されていた。それが今日ではスウ

ェーデンの老人はすべて、年金によって個人とし

て人間らしい基本的の文化生活を保障され、社会

の中で独立できている。 100年の聞にスウェーデ

ンの老人はどんな経過をたどってそこまでいった

のだろう。決して一足飛びではなかったはずであ

る。老人が若い世代から全く分離してしまい悲惨

きわまる生活をした時代があったことを見逃すわ

けにはいかない。ス ウェーデンではそれを どう処

理して、今日 の有名な老人福祉を築き上げたかを

まじめに追求していきたいものである。

スウェーデンの年金制度

理事千葉商科大学教授 松本浩太郎

年金制度の機能は 2つある。すなわち

① 所得保障

② 長期資金蓄積のための金融機関

である。

スウェーデンでは、この 2つの機能を完全に年

金制度が充たしている。

① 所得保障の機能

年金制度が所得保障の機能を充たすための条件

はつぎの 5つである。

1. 終身年金であること。

2. 遺族年金があること。

3. 自動スライド年金であること。

4. 公的年金、私的年金が相互に補完し合って

つぎの不等式を満足するこ と。

公的年金+私的年金>標準生計費

5. 年金設計に、初期過去勤務年金を導入する

ニと。

スウェーデンはこれら 5条件を完全に整備して

いる理想的な国である。

まづ公的年金には①AP(国民基礎年金〉と②

ATP (国民付加年金〉があり、国民はこの 2つ

の公的年金に同時に加入する権利がある。わが国

もこれにならって、国民年金と厚生年金に同時加

入が出来る様にする必要がある。そして、初期過



去勤務年金を導入することに依って、年金制度の

早期成熟化をはかればよいと思う。

つぎの私的年金には、① 1TP (ホワイト・カ

ラーのため〕と②STP(ブ、ノレー・カラーのため〉

の二つの協約年金がある。さらに各企業ごとに

は、企業内年金があるので、合計すれば私的年金

は3つある。

従って、 65歳に達すれば、高負担をつづけて来

た人々は、実に 5枚の年金証書を獲得できるので

ある。まさに年金証書こそは終生の財産であり、

生涯資産にほかならず、労働期間の40~50年間に

わたり、せっせと高負担に耐えぬき蓄積した輝か

しい成果である。

最後に、 上述のAPは定額制年金であれかっ

賦課方式であるから積立金は皆無であるが、 IT 

P以下4つの公的・私的年金はすべて報酬比例の

年金のため積立方式である。そして、 ATPの積

立金は実にGNPの3分の lの巨額に達し、国家

権力の制約をうけることなく中立の長期金融資本

体制を確立し、福祉国家の源動力となっている。

わが国の厚生年金の積立金は僅かに16兆円にす

ぎず、対GNPの割合は8.33%に止っている。し

かも運用権は大蔵省資金部に在る。まことにスワ

ェーデンの年金制度と比較すれば、わが国年金政

策の後進性が一入、身に班、みてくる。せめて、公

的年金である国民年金と厚生年金には同時強制加

入の措置が講じられることが望ましい。のみなら

ず速かに初期過去勤務年金の導入をはかり 、公的

年金全般の即時成熟化を断行する必要がある。実

に実に、スウェーデンの年金制度こそは、以って

範としたいものである。

働くスウェーデン人

理事日本大学教授内藤英憲

1975年でスウェーデンの l人当り GNPは

8，009ドノレであって、 日本の4，311ドルに比べると

約1.9倍にあたっている。もっとも最近はクロー

ナの相場が大分下がっているから、上記の較差は

ある程度割引して考えなければならないが、それ

でもスウェーデンが世界の最高所得水準の国の一

つであることには変わりないであろう。スウェー

デン人の所得におけるもう一つの特色は、その分

配がいたって公平だ、ということである。これは課

税以前の段階ですでにその方向にあるばかりでな

く、管理職ともなれば6割、 7割という高率を税

や年金掛金で徴収されるから、可処分所得の段階

では、階級的な上下の所得差はさらに小さなもの

となっている。

ここにわれわれの日本人的感覚からすると一つ

の疑問が生ずる。それはこういう情況のもとで

は、労働に対するインセンチブが失われるのでは

なかろうかということである。すなわち、絶対的

に豊かな水準にあり、しかも人的分配がこのよう

に極端に平等では、働く気がしなくなるのではあ

るまいかと推測するわけである。

たしかに、あまりの高負担に不平の芦も時折耳

にしないではない。知人の大学助手は 6割以上の

負担は、原稿などの執筆意欲をそぐといってい

る。しかし、別の大学教授のように、その高負担

があるが故に、長期的な生活設計に安心感があ

り、充分働けるのだという人も少なくない。

私のような外国人滞在者の瞥見からすれば、ス

ウェーデン人の勤労意欲がどうであるかは別とし

て、スウェーデン人が、実際によく働いていると

はいえるように思う。たとえば、 KFの幹部は、

朝 8時から忙がしく働きはじめるので、電話連絡

をとる場合などは、 8時半頃まででないと彼を捕

捉できない。また私はストックホノレム都心のマン

ションを借りていたのであるが、初冬ともなれば

四六時中うすぐらくて夜も昼も同じようなものだ

とはいえ、朝4時頃から起きだして働きに出掛け

る人もあるようであった。ちょっと油断をすれば

すぐ風邪をひきそうな冷たい空気と陽の目をみな

い空、日本人ならば恐らく勤労意欲が減退しそう

な11月が、スウェーデン人のもっとも働く季節な

のだという。

人間の考え方というものは、自然環境や社会制

度あるいは慣習などに大きく影響されざるをえな

い。われわれからすれば、夏働いて冬それこそパ

カンスでもとればよいのにと思えるところである

が、スウェーデン人は厳しい自然環境のもとで、

かえって働く意欲が湧いてくるのかもしれない。

また高所得水準、平準化分配のもとでも、わずか

な経済的較差あるいは経済外的事情に意義を見出

して精を出すのかもしれない。

われわれの慣習から軽々の憶測をくだし、独断

におちいることは、極力避けたい と考えている。
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近時スウェーデンの

教育改革に学ぶ

評議員早稲田大学教授 中 嶋 専'十l

カレント教育体制が確立し、人びとがより高いも

のを追い求めて生ある限り学び続けている「学習

社会J (utbildningssamh邑lle)になっているこ

とに注目したい。

スウェーデンで生活して

評議員文教大学教授菊池幸子

私がスウェーデンという福祉国家に関心をも

ち、それに関係する文献などを読み出したのは、

もう10数年以上前のことになるが、実際にこの国

へ足を踏み入れ、具体的な研究にとりかかったの

は、 1969年からであるからちょうど八年聞にな

る。その問、スウェーデンに長期に住みついたの

は通算で三年であるが、その他の期間も年間 2-

3回は日本とスウェーデンの聞を往復し、毎年数

か月は滞在し、いまでは、スウェーデンは私にと

って第二の故国という感覚になってしまった。

そんなわけで、スウェーデン社会研究所創立十

周年の記念誌に感想をよせるに当っても、他の人

は書かない内側からのスウェーデン描写になると

思うが、その点、をお許しいただきたい。

1. 気楽に住める若返えりの国・スウェーデン

夏の休暇や正月休みなど、一か月以上スウェー

デンに滞在した後に日本に帰国した後で、私は

「また一段と若返ったようだ」と決って冷かされ

る。歴年齢のうえでは年々人並みに老化に向って

いる私にとって、何とも矛盾した話ではあるが、

私はこれを 「気持の若返えり」として喜びを感ん

じている。

スウェーデンに着いた途端に私は、日本での社

会的地位や年齢、その他の束縛を一切忘れて、身

につけたスウェーデン語の技術だけをもって、裸

で飛び込んで、ゆく。そしてまたそれも許される社

会なのである。日本ではよく「年がいもなく

そんなことをして・・・…」とか「大学の教員という

人を指導する身でありながらー…」などと行動を

批判されがちであるため、 「このような社会的圧

力がなかったら、人間どんなに気楽に生きられる

だろう」とかつて考えがちであったが、社会的圧

迫のない、個人が人間らしく生きられるのが、この

スワェーデンの第一の特色といえるかも知れない。

夫がスウェーデン人であるわが家では、友人・

親戚同志の親交を深めるためのホームパーティー

を主催するが、ここに集まる夫婦の職業は、実業

スウェーデンはかつて百本を教育改革のモデソレ

とした時期があった。すなわち1961年のテレビ学

校放送の開始、 62年の総合制基礎学校の設立、 64

年の後期中等教育法の制定、 67年をもっての大学

入学資格試験の廃止等、 1960年代の改革に大きな

影響を与えている。同国の学校改革の父といわれ

るストックホノレム大学のフセーン教授 (Prof

Torsten Husen)や放送教育の父とされているス

ウェーデン教育放送協会のノレンドグレーン博士

(Dr. Rolf Lundgren)の言葉によると、 日本

はまさにと教育先進国ミであった。

ところが1970年代に入ると様相は変ってきた。

とくに最近の改革は21世紀に向けての福祉社会の

前進をめざすものであり、まことに眼を見張るも

のがある。かつての北欧、スウェーデンの教育を

知るものには想像もつかない変化が起っている。

現に高等教育庁 (UHA)が外国人留学希望者に

向けての小冊子に 「スウェーデンに関する今まで

の知識、またこれまで留学した人たちの話は全く

役に立たないものであることを注意しておきた

し、」としているのである。

領域別にわけでみても、 (1)1975年のすべての 6

歳児のための就学前教育の開始、 (2)1977年の地域

社会の統合をすすめるオープン・プランによる初

等・中等教育の再編成、 (3)1977年のすべてのもの

に高等教育の開放、 (4)1975年の教育休暇法と成人

教育の改革、などまことに多岐に亘っている。

われわれは、ゆとりのある楽しい学校、助け合

いの統合教育、地域社会と結びついた学校、大学

入試改善、マス教育に対処する ヒューマナィゼー

ション、学習権の確立と生活権の保障、生涯教育

体制の確立等を現下の課題としているが、これら

はスウェーデンでは最近の改革によりすべて解決

されてきている。

スウェーデンは「資格社会」でこそあれ、わが

国のように「学歴社会」でないことは、 1966年の

エリクソン博士 (Dr.Herman Erickson)の詳

細な研究の示す通りである。そして今日 「学びた

いものにはいつでもどこでも無償で学習の手だて

を」ということが高等教育の段階にまで及び、リ
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家、銀行家、小学校教員、ジ ャーナリスト、船乗

り、労働者夫婦、年金生活者、外国人などもいる。

全く日頃の職業生活とは離れて、政治・経済を論

じ、芸術・生活を話し、音楽の鑑賞をし、飲み、

食い、踊りして、深夜まで屈託なく過す。「広範に

人間交流ができて、生活経験が豊かになる」など

と、理屈っぽいことは言わなくとも、何とも楽し

いのである。 r人聞が人間らしく生きること」が

福祉の本質であるとすれば、すべての社会的束縛

をぬきにして、人聞が裸で交流することによっ

て、スウェーデン人たちは、これを実践している

といえるし、そして、 「自由時間の真の意味の使

い方」を知っていると、私は理解できるのであ

る。

また、スウ ェーデンに住んでもっとも楽しいの

は、無限に自然と親しめることであろう。日本の

都会生活者には既に忘れ去られた「散歩の楽しみ」

をここでは、無条件で味わわせてくれる。ストッ

クホノレム市郊外の住居から、十分と歩かず、しげ

る白樺の林を通り抜けて、無限に続く森と湖に出

て、一人で黙々と歩きながら自然と対話をすると

き、孤独のなかで、人間としての喜びを見出すこ

とができるのである。人間誰しも自然に憧れを持

ちながら、金を払わなければ自然すら喜びを味わ

せてくれなくな ってしまった日本の現状と比べて、

物欲も社会欲も一切をなくして、味わえるこの自

然との対話は、何と恵まれた一瞬で、あろうか。

これらの経験を通して、気持の若返えりがない

としたら、むしろ人間性の本質すら失っていると

いえるのではないであろうか。これらは、短期滞

在のホテノレ住居で、外側から制度・政策を研究す

る人たちにはお気の毒ながら理解できない内側か

らの観察である。現在のスウ ェーデンは経済不況

下にあって、経済の立て直し、国民の高負担の悩

み、教育・家族問題の解決など、数多くの社会問

題をかかえ、福祉社会建設がある程度停滞を示し

ているとはいうものの、スウェーデン人の 「人間

らしく生きる生き方」が失われない限り、そして

かれらが 「自由」のは握を誤まらない限り、スウ

ェーデンの福祉後退はありえないと、私は感じる

のである。

2. 実質的な討論ずきなスウェーデン人

1975年 9月から約一年間、ストックホノレム大学

の日本学科で教鞭をとった。長い間社会学を専攻

してきた私の日本学科での講義は、必然的に 「日

本社会の制度の変革と現状」を紹介する点に焦点

づけられてい った。学部および大学院のゼミでも、

月本社会を紹介するスウェーデン語の文献がない

ため、英語で文献を読み、自:本語に翻訳し、そし

て、スウ ェーデン語で討論するという複雑な言語

の授業にな ってしまった。 r日本の家族制度の変

遷」を主テーマにしていたが、英語と日本語の講

読の期聞は、神妙に黙々と勉学にはげむ学生であ

ったが、スウ ェーデン語で討論となると、急に活

気づいてあくなく議論をたたかわすのである。た

とえば 「日本の家族主義に、日本人は満足してい

るのか ?Jとか 「会社の家族主義的経営の長所、

短所J r家族主義のなかで、個性はどのように発

揮し得るか ?Jなどについて、いちいちスウェー

デン人の生き方、スウェーデンの制度のあり方と

比較しながら、具体的な問題の追求を行なうので

ある。できるだけ静かに、 事なかれ主義で通そう

とする日本の大学のゼミナール(とくに文教大学〉

と比較して学習意欲と追求欲の強さに驚きながら、

拙ない私のスウェーデン語の語学力で応答しにく

いことも幾度があった。ここから学びとったスク

ェーデン人の性格は、自己主張が非常に強いこと、

哲学的抽象論ではなく、具体的事象に対しての問

題解決を迫まること、そして、自国の制度・政策

(福祉国家としての〉に強い自信とプライドをも

っていることなどであった。自己実現に向けて自

立生活の態度を強く養成するスウェーデンの教育

方針から、自己主張が強くなるのは当然の結果と

いえよう。また、具体的な問題解決意欲の強さは、

基礎学校九年間の、集団活動における生活指導の

成果ともいえるし、スウェーデン人は本来的にプ

ラクティックな生活態度を身につけていたともい

えるかも知れない。何より強い印象をうけたのは

感情ぬきにして合理的な討論を冷静に継続すると

いうことであった。「合理的な判断力」は、民主主

義遂行の不可決の条件でありながら、現在の日本

では、とかく冷静な討論が持続しにくく、 「まあ

まあ主義」で結論を出しがちだからである。たと

えば、スウ ェーデンの学生が自国の福祉制度をほ

めるにしても、必らず日本ないし他国と比較を

し、制度・政策の長短を述べたうえで、スウェー

デンの利点を論じるのである。ここでスワェーデ

ンの大学生とは、 二十歳代前期の青年ばかりでな

く、中年の勤労者・主婦および高年の年金生活者

なども合せて半数近くいることをつけ加えておこ
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う。なぜならスウェーデンでは、高等教育を、生

涯教育の場として、完全に一般国民に解放してい

るからである。

3. スウェーデン人に足りないところ

スウェーデンのよい点、スウェーデン人から学

ぶべき点だけを、これまで述べてきたようである

が、長所があれば短所もあるのが、人間生活の通

有性である。自己主張が強まり、合理的な判断能

力が高まれば、いっぽう人聞のもつ情緒性は後退

するものであろうか。私がスウェーデン人とのつ

き合いのなかで常に不満を感じるのは、 「言わず

語らず相手の気持を理解する」という、人間関係

における言外のニュアンスの理解力のなさであ

る。これを東洋人特有の非合理性といってしまえ

ば、それまでだが、個人的交流のなかでも言語に

よって表現したことだけしか理解してもらえない

のが、スウェーデン人に対する物足りなさとな

る。

また日常生活上のさ細な問題でも、よく討論を

行なって問題解決に迫るが、そのプロセスにおい

て、かれらはよく imittfel (私のまちがい〉、

ditt fel (あなたのまちがい)Jを選別し、できる

だけ mittfelでないようにもってゆこうとする。

もちろん合理的判断による自己主張ではあるが、

mitt felをできるだけ回避する立場であれば、

自己反省はしにくいのではないであろうか。自己

反省のないときは、たとえ、冷静な判断をしても

同じ失敗を繰返えすことになりはしないであろう

か。いいかえれば、内向性が乏しいといいたいの

であるが、もし内向性が東洋哲学的思考で、外向

性がヨーロッパ的合理主義であるとするなら、こ

の点は日本人とスウェーデン人との異和感の根き

ょになるかも知れない。またスウェーデン人は、

他人を批判するときに よくenvisということばを

用いる。これは善意に解すると、 「意志が強い」

とか「不屈な」という意味になるが、一般的には

「がん固な、強情な」という意味である。この言

葉を聞くたびに私は、 「自分を中心にして、自己

に適応できない人をがん固者」と批判するスウェ

ーデン人の態度を感じ、 自己反省の稀薄さを知る

のである。この性格が、スウェーデン人を孤独に

追い込み、家族問、交友聞でも協調しがたく結果

的には、離婚率、未婚者の増加を来し、独居生活

者の増大という社会問題を生み出すひとつの要因

になっているといっては、行きすぎであろうか。
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最後に福祉社会に生育する人の長短にふれてみ

よう。虫も殺さない程、生命尊重の人道的立場を

スウェーデン人はつねにとる、という面では全く

頭が下る思いがする。しかし半面変動のはげしい

競争社会に弱いといえるのではないであろうか。

あるスウェーデンの経営者が 「スワェーデンは産

業資源が豊かで、経済政策も間違っていない。し

かし現在は、世界の経済環境がはげしく、変動す

るため成果が上っていない。環境が安定すれば、

スウェーデン経済はよくなる。」と いったのを、日

本のある企業家が聞いて、 「環境が安定するまで

待つなんてパカなことだ。経済変動がはげしけれ

ば、自己をその変動に適応できるように、変革さ

せなければ、競争社会にはとても勝てない」とい

って、笑ったというのを聞いたことがある。

スワェーデン社会研究所の十周年記念誌に、誰

も書かない、スウェ ーデンの裏話を書いてしまっ

た。これからスウェーデンに留学しようとする人

や、長期滞在を望む人たちに何らかの参考になれ

ば幸いである。

新しい社会・経済政策への期待

理事中央大学教授

丸尾直美

スウェ ーデンの経済社会問題に私が関心を持つ

ようになったのは、 1963年に、民主社会主義研究

会議の福祉国家調査団(団長武藤光朗氏〉のメン

ノ〈ーとしてスウェーデンをはじめて吉方問したとき

からである。この調査旅行は北欧三国および西ド

イツの労働者教育協会等の好意によって実現した

ものであるが、この旅行がスウェーデンと私を結

びつける契機となった。

以来、現在までに、スウェーデンを訪問する機会

が8-9回あった。 1963年にスウェーデンを訪問

する以前の私は、外国の中ではイギリスに最も関

心を持っていたが、スウェ ーデンを訪問してみて、

社会保障、雇用政策、産業民主主義、ニュータウ

ンづくり等の点で、スウェーデンはイギリス以上

だということを知り、それ以後、スワェーデンの

経済社会問題を研究するようになった。

「社会・経済政策の実験工場」だと呼ばれるだ

けあって、スウェーデンが 「発明」 した、社会・



経済政策は数多い。長い伝統を持つオンブズマン

制度、 1930年代以降導入された各種の景気変動平

衡化のための諸政策、 1960年代に発展した積極的

労働市場政策、基礎年金プラス報酬比例の二階建

年金制度、 1970年代に入って導入された各種の経

営参加制度と労働環境人間化の実験等はその顕著

な例である。

これらの政策をみて気が付くことは、それらが

いずれも実際の経済的社会的困難を克服するとい

う要請から生れたものだという点である。現在、

スワェーデンは、スタグプレーションと国際収支

の赤字に悩まされているが、この困難の中から新

しい政策が生れてくることが期待される。

世界各国を、悩ましているこの問題を解決する

政策が何であるかを予見することは困難であるが、

一つは国際経済レベノレでの不均衡調整政策であり、

圏内では社会的インテグレーションを高める政策

ではないかと思われる。各種の参加制度の導入は

後者の政策の試みのーっと もいえる。労働者の経

営参加をはじめとする各種の参加制度が社会的イ

ンテグレーションを高めることに成功すれば、一

方で生産性が向上し、他方で集団エゴ的所得引き

上げが抑制されるのでスタグプレーションの緩和

と新たな経済均衡の成立を促がすことになろう。

1976年にLOによって提起された従業員共同基金

の構想も、 1980年代には何らかの形で具体化され、

平等化と社会的インテグレーションを促す新たな

「実験」と して注目されることになろう。 LO案

自体は未熟であり、むしろ社会的対立を招く要素

を持つが経営側からの案をも含む各種の代案が政

府の委員会で検討されているし、スカンジナピア

・エンシノレダ銀行のように、企業レベルで従業員

基金制度を導入した会社も出ているので、こうし

た論議と実験の中から、より現実的で社会的合意

を得やすい構想が生れてくるであろう。

人口が日本の12分の lで、経済学者も数えるほ

どしかいないスウェーデンで、数千人の経済学者

を擁する日本よりも数多くの経済・社会政策の独

創的な案が生れ、しかもこれが具体化される一つ

の理由は、実際の要請にこたえて、しかも国民的

論議を通じて政策が形成されていくからであろう。

政策形成に際してのスウェーデンのもう一つの

特色は「機能的集団主義J (functional collecti-

vism)ともいえるものである。それは、各利益

集団の利害を越えて共通の利益をもたらすような

集団的政策を集団聞の協議によって具体化させる

やり方である。日本人も集団主義の国であり、企

業内、家族内の小集団内に関しては極めてインテ

グレーションが強いが、小集団聞の集団エゴのた

めに、小集団の利害を越えて共通の利益をもたら

すような政策は、総論としては成立しても、各論

として実行されることは稀である。この点ではス

ウェーデン型の機能的集団政策を見習う必要があ

る。

日本もスウェーデンも現在、ともに深刻な経済

的試練に直面しているが、この試練を克服する新

たな経済社会政策が、日瑞両国の比較研究の中か

ら生れてくることを期待したい。

スカンジナビアの風土

東海大学助教授永 山 泰 彦

昨日までは雲一つない晴天が続き、アイスクリ

ームが恋しい位の暑さだった。しかし、今日は冷

い雨が降り、真冬の東京のような風が吹き、街路

樹の病葉が歩道に散っている。白樺、かし(ek)、栃

の木(マロニエ〉などは黄色くなり、レン (Ronn

:ななかまどの一種〕や ニュータ ウンに多い浜

茄子(現地では Nyponと呼んでいる〕の真赤な

実が鮮明になる。呼気も白く見えるようになっ

た。人々は早々オーバーを着込み、 「今年も夏が

終ってしまった」、 「今日はさびしい日ですね」

と挨拶をしている。地域暖房から蒸気が送られ、

室内はすでに冬のムードである 0 ・・・これは 8月

末か 9月初めにストックホノレムで経験する秋の始

まりである、と言うよりは、北緯550から600まで

に横たわるスカンジナピア半島の厳しい冬の始り

の情景である。

北緯30
0から45

0まで、アジア ・モンスーン地帯

の最北端から亜寒帯(北海道なみ〉に位置し、日

本海側を除いて冬でも日照が多く、夏は蒸し暑い

秋の長い日本列島。そして、時々地震に襲われる

火山の裾野に住んでし、るわが日本民族には理解を

越える世界かもしれない。

11月末か ら翌年の2月まで、首都ストックホノレ

ムでさえ、太陽は朝10時頃昇り、午後 3時頃には

沈んでしまう。北極圏のラップランドでは、この

期聞はまったく暗黒の世界である。

人間の生活環境を支える事物として、宗教、法

律、風習などと共に風土という要素を強調したの

23 



文化とか人聞の考え方、価値観などを比較する際

には大変参考になる。

過去10年間、 福祉を充実する過程で、スウ ェー

デンの制度や方式を無批判に称賛したり、また逆

にけなしたりする例もみられた。スウェーデンと

の交流の基礎がある程度できた現在、制度や方式

が成立した背景をもっと冷静に掘下げて、わが国

の背景との差異を明らかにすることが必要なので

はなかろうか。

が有名なモンテスキュー(法の精神〉であるが、

スワェーデンの社会や福祉を論じる際にこのスカ

ンジナビアの風土が与えた影響は確かに無視でき

ない要素かもしれない。とくに、社会思想の形成

を考える際には重要であろう 。

モンテスキューが風土論で主張する結論の一つ

は、風土が民族の思想、を形成するという点であろ

う。工業化社会の今日、こ のような自然法的な主

張を全面的に受容れるのは問題がある。しかし、
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ガ

個人会員の皆様にも厚く御礼申し上げます。
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スウェーデン社会研究所

事業 活 動実績
昭和42年~52年10月

〔目次)1 研究活動

(1) 研究会、講演会開催

(2) 委託研究

2 出版活動

(1) 市販出版

(2) 資料(研究論文〉

(3) 月報(スウェーデン社会研究月報)

(4) 図書、資料の整備

3. 人事交流

4. 視察団派遣

• I 5 スウェーデン語講習会

|研究活動 |

• 

1 研究会、講演会開催

昭和43年

スウェーデン民主主義発達史研究会

スウェーデン労使関係研究会(国際化学労連プラント

氏〉

スウェーデンの総選挙を視察してと題する岐阜済美短

大講師(当時)須藤真志氏講演会

昭和44年

福祉国家研究会(主査、高須裕三〉 5回

民主主義発達史研究会(主査、石渡利康〉 9回

経済産業研究会(主査、丸尾直美〉 5回

労使関係研究会〈主査、丸尾直美〉 l回

教育研究会(主査、中嶋博〉 4回

政治研究会(主査、岡野加穂留〉 3回

老人問題研究会〈主査、松本浩太郎) 4回

政策研究懇談会(ストックホノレム交通公団幹部〉

「スウェーデンの新しい学校教育制度」について公開

講演会(日本スウェーデン学校教諭レナート・エン

ノレンド氏〉

「新しい社会経済の探求」と題して公開講演会(土光

敏夫、永田敬生〉

昭和45年

民主主義発達史研究会 5回(鈴木幸子、根本英世、石

渡利康、河野道夫〕

老人問題研究会 7回

スウェーデンの高令者の就労一国井園長

スウェーデンの老人のケア一体系 吉田寿三郎

スクェーデンの老人福祉一菊池幸子

スウェーデンの経済成長と年金一安藤哲吉

スウェーデンの老人福祉の方向一久保まち子

スウェーデンの交通災害と防止対策ー内藤多喜雄

スウェーデンの老人をめぐる人間関係ー林 宏

教育研究会 5回

スウェーデンの労働者教育〔永山泰彦〉

スウェーデン経済の最近の動向(小野寺信〉

スクェーデンの大学卒業者組合(高須裕三〉

スウェーデンの児童福祉(小野寺百合子〕

スクェーデンと日本の教育の比較(ステン・アミノ

フ〉

経済産業・福祉国家合同研究会〈スウェーデンと日本

の経済成長の比較一丸尾直美〉

「スウェーデンの労働組合」講演会(ベルト・エック

ストレーム-LOエコノミスト〉

「スウェーデンの公害対策」講演会(堤佳辰〉

スウェーデンの下院議員の教育使節団と教育問題で討

議

昭和46年

「経済成長と福祉に関する日本とスウェーデンの国際

比較共同研究」の準備研究に研究所メンバ一波瑞

老人問題研究会11回

老人福祉雑感(佐口 卓〉

スウェーデンの老人福祉〔小野寺百合子〉

スウェーデンの年金基金(永山泰彦)

スウェーデ、ンの芸術について(田中香澄〕

老後の企業保障と社会保障(庭田範秋)

スクェーデンと臼木の老人問題の比較(菊池幸子〉

老令年金の権利保障(国井園長〉

同盟の老人問題の考え方(同盟 小寺勇〉

日本の老人問題(森幹郎〉

年金のスライド制(青谷和夫〕

老人問題統一研究(中嶋博〉

経済産業 ・福祉国家合同研究会 4回

スウェーデンの金融政策の評価(川口 弘〉

スウェーデン経済の現況(ペングト ・デラリード)

日瑞共同研究「経済成長と福祉J (レジメ打合〉

スウェーデンの対外貿易政策(ベノレンド ・アノレクヴ

イスト〉

民主主義発達史研究会 3回

民主主義の発達史(鈴木幸子〉

A History of Sweden第20章(石渡利康)

A History of Sweden第 2章(磯野悦子〉

政治研究会
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総選挙とスウェーデン人の政治意識(岡野加穂留〕

教育研究会

わが国の第三の教育改革とスウェーデンの教育改革

との対比(中嶋博〉

昭和47年

老人問題研究会

医療をつつむ世界(大渡)1贋二〉

デンマークの老人ホームに生活して(伴田美江子〉

統一研究(高須裕三、松本浩太郎、岡野加穂留、小

野寺信、永山泰彦〉

経済産業 ・福祉国家、 教育合同研究会

スウェーデンの教育改革について(中嶋博)

スウェーデンの社会状況およびインフレ動向(高須

裕三〕

経済産業 ・福祉国家合同研究会

スウェーデンの都市・住宅政策(佐藤竺)

スワェーデンにおける機能社会主義の40年(グンナ

一・アドラカーノレソン〉

日本とスウェーデンの経済成長と福祉比較(川部重

次郎、ラーソン女史)

経済産業研究会

スウェーデンの金融 ・労働問題の近状について CJII

口弘〕

福祉指標比較研究会(丸尾直美〉

教育研究会

エレン・ケイの日本への導入(原田 実〉

協同組合研究会

スクェーデンの生活協同組合の組織と事業〔吉原外

征彦)

日本文化研究会

日本歌舞伎とスウェーデンのドラマ(河竹登志夫)

昭和48年

老人問題研究会

年金問題(松本浩太郎)

ヨーロッパ老人訪問記(吉田寿三郎)

社会保障の長期計画(丸尾直美〉

スウェーデンの老人住宅について(永山泰彦)

老人福祉の日瑞比較について(小野寺百合子〕

福祉国家研究会

スウェーデンの福祉(百瀬千又)

スウェーデンの町造り(問中 久〉

日瑞公害対策の比較(トード・ シエノレストレーム〉

経済産業研究会

スウェーデン産業の今日の問題点(ヨーダーノレ)

国防と社会福祉の財政的関連(小野寺信〉

スウェーデンにおける農業合理化政策と農業開発政

策(石川英夫)

経済産業 ・政治問題合同研究会
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スウェーデンより帰って(高須裕三、丸尾直美、菊

池幸子〉

政治問題研究会

スウェーデンの選挙予測(セッタベリー〉

日瑞共同研究発表会

日瑞労使関係事情(藤田至孝、永山泰彦〉

消費協同組合と小規模企業の日瑞比較(内藤英憲〉

日瑞両国福祉の社会経済的背景(高須裕三〉

日本文化研究会

印度文化と日本文化(田中於蒐弥〉

最近の科学技術と近代社会と題する講演会(ベンク

ト・ロンビー〉

昭和49年

日瑞共同研究発表会

スワェーデンの経済成長下の福祉のなかにおける軍

事予算の在り方(小野寺信〉

経済産業 ・福祉国家研究会

これからのスウェーデン国社会(スベルケJレ・ヨン

ソン〉

日本文化研究会

日本人の哲学と宗教(峰島旭雄〉

民主主義発達史研究会

スウェーデンにおける教育の民主化の歴史について

〈中嶋博〉

スウェーデンの20世紀民主主義発達史(小野寺信〕

教育研究会

成人教育(セッター ・ス トレーム〉

日本の義務教育の印象(ピア・リードベック女史〉

スウェーデンの幼児教育および福祉の現状(尾崎彰

男〉

協同組合研究会

協同組合活動の新展開(内藤英憲〉

日本 ・スウェーデン ・トルコの経済成長の比較と題す

る講演会(ユスティユネyレ〉

昭和50年

教育研究会

スウェーデンの教育を視察して(山本 清〉

放送教育の社会的役割(藤竹暁〉

経済産業研究会

人間性確保のためのマン ・マシン ・システムの開発

に関する研究

協同組合研究会

スウェーデンの消費協同組合(内藤英憲〉

昭和51年

教育研究会

放送教育に関する研究〔中嶋博〉

スウェーデンの放送教育の実情(中嶋博〉

政治問題研究会



スウェーデンの選挙の見通し(アンカノレクローナ〉

スウェーデンの選挙(ダーノレストレーム〉

スウェーデンの新政権の意味するもの(フリッツオ

ン〕

経済産業研究会

マスメディア・イン・スウェーデン(フリッツオン〉

最近のスウェーデン経済の動行(小野寺信〕

スウェーデンにおける経営参加の動行(丸尾直美〕

「文化・社会に関する情報交換についてJ (セーゲ、ノレ

ステット・ワプサラ大学総長を囲むシンポジワム

スウェーデンの研究政策に関する研究会

カーノレ ・ピーター・ツユンベリーの事績の研究

昭和52年

「発展途上国の経済援助」と題する大使館主催の世銀

ウリーン博士講演会に出席

• I自動化 省力化と労働市場」と題する大使館主催産

業省ブローデン専門官を囲む討論会に出席

IKFの歴史と現状 ・問題点J (ノレンドペリー国際部

長)

教育研究会

「ストックホノレム大学で、教えてJ (菊池幸子〉

「スウェーデンにおける心身障害児とその教育(畠

中徳子〉

「社会保険政策」と題する大使館主催アスプリング前

厚生大臣を囲むワークショフ。に参加

省エネノレギー問題シンポジウム(ノレンド大学スヴエ

ン・ヨハンソン学長、ウプサラ大学オーケ ・スンド

ボリ ー教授、経団連共催

2.委 託 研究

(1) 厚生省の厚生科学研究補助

昭和46年度「スウェーデンと日本との福祉政策の比

較研究」

昭和47年度「福祉(厚生〉指標によるスウェーデン

と日本の比較」

昭和48年度「余暇の背景とその対策」

昭和49年度「スウェーデンにおける医療供給体制と

保障制度一日本の場合との対比において」

昭和50年度「スウェーデンの消費協同組合に関する

研究」

昭和51年度「スウェーデンに見るインフレと不況下

の福祉政策」

(2) 社団法人全日本能率連盟人間能力開発センター委

託研究「人間性確保のためのマン・マシン ・システ

ムの開発J (昭和49年度)

(3) 外務省委託研究「スウェーデンの中立外交政策」

(昭和50年度〉

(4) 財団法人放送文化基金助成研究「スウェーデンに

おける放送教育の社会的役割と日本への示唆J (昭

和50年度〉

1. 市 販出 版

「スウェーデンー自由と福祉の国J(276頁)株式会社

芸林書房発行、昭和46年 7月

「スウェーデンの老人と福祉J(142頁〉株式会社成文

堂発行、昭和47年12月

「福祉とは何をすることかJ(337頁)株式会社至誠堂

発行、昭和51年 7月(第 2刷〕

2. 資料(研究論文〕

第1号 スウェーデン工業の発展性(ラグナノレ・ベン

ツエJレクプサラ大学教授、小野寺信顧問訳〉

第2号 スウェーデンの印象(土光敏夫〕

スウェーデンに学ぶ(永田敬生〉

第3号 スウェーデン造船工業の展望と1968年の業績

〔小野寺信顧問訳)

第4号 福祉国家のスウェーデン型(高須裕三)

第5号 スウェーデンにおける公害問題(高橋通敏顕

問訳〉

第6号 スウェーデンの老人福祉(小野寺百合子評議

員、菊池幸子評議員〉

第7号 スワェーデン財政金融の基本事情(小野寺信

顧問訳〉

第8号 スウェーデンの生涯教育(中嶋博評議員〉

第9号 スウェーデン経済政策の課題ーインフレーシ

ョンとの戦いー(アサーノレ・リンドベックス

トックホノレム大学教授一小野寺信顧問訳〉

第1O~1l合併号福祉指標によるスウェーデンと日本

の比較(丸尾直美理事〕

第12号 スウェーデンの国防政策と国家安全保障の諸

問題(グンナー・へクシヤー前駐日大使一小

野寺信顧問訳〕

第13号 スウェーデンの歴史(インググアーノレ ・アン

ダーソンー鈴木幸子訳〉

第14号 スウェーデンにおける社会研究の20年一教育

学の場合一(トーノレステンストックホノレム大

学教授一中嶋博評議員訳〉

第15号福祉を中心とするスウェーデン経済20年

(1 970 ~ 90)の見通し(小野寺信顧問訳〉

第16号 スウェーデンの消費協同組合〈内藤英憲理事〉

第17号 スウェーデンの研究開発政策の歩み(上巻〉

(小野寺信顧問〉

第18号 スウェーデンの研究開発政策の歩み(下巻〉

(小野寺信顧問〉
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第19号 日瑞年金制度の比較分析(松本浩太郎理事)

3. 月 報 発 行

(スワェーデン社会研究月報〉会員配布用

昭和43年 1月書Ij干IJ

体裁 B5版 12~16ページ

内容 スウェーデンに関する研究論文

11 時事解説

11 資料紹介

研究所活動状況報告

現在第一 9巻第11号

4 図書資料の整備

昭和43年末までに関所式でクリスティーナ王女より手

渡されたものを含め、スウェーデン国よりの寄贈、

その他で約 500冊を整備

昭和44年、スウェーデン政府より 20冊寄贈、会員より

各種パンフレット、スカンセン博物館等に関するス

ライドフィノレム 4巻およびその説明テープ4巻の寄

贈、前駐スウェーデン大使高橋通敏氏より書籍 130

冊およびパンフレット寄贈あり

昭和45年、 SAS森本氏の協力でスウェーデンの新聞

3紙備付、VECKANSAFFARER等雑誌も備付

昭和46年、TheSwedish Instituteより経済、社会関

係小冊子、スカンジナビア銀行等より刊行物、機関

誌の寄贈、海外広報誌 SwedenNowの毎月送付

昭和47年、 Profileof Swedenなど数冊の寄贈以後、

毎年図書、地図、パンフレットの寄贈あり

|人事交流 |
昭和42年

クリスティーナ王女研究所関所式に出席

外務省海外情報局次長 PerA. Sjogren氏来日

昭和43年

経済使節団団長としてベルテイノレ殿 下来日

国際商業事務技術労連執行委員 ErikMagnusson氏

来日

アノレネ ・ベリ/レンド氏来日

ウプサラ大学 Hagg教授、ノレンド大学 Holm助教授

等来日

ICF地域代表 w.プラント氏来日

前ヨッテボリ一大学教授 J. Peterson氏来日

西村光夫当研究所所長渡瑞

内藤英憲当研究所理事(日本大学教授〉渡瑞

昭和44年

産業連盟経済研究所長 Nabseth博士来日

ウプサラ大学教授 Bentzel博士来日

スカンジナビア銀行副頭取 Senneby氏来日
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スウェーデン LO 国際局長 Nilsson氏来日

石渡利康(当時)理事はじめ理事 3名渡瑞

昭和45年

スウェーデン技術者による交通視察団来日

ストックホノレム経済大学ダーメン教授来日

スウェーデン他北欧 4カ国のコンヒ。ューター技術調査

団来日

日瑞基金創設のためベリノレンド氏来日

カーJレ・G・ミユノレダーノレ博士来日

カーノレ ・グスタフ皇太子殿下来日

国際金属労連 (IMF. JC)スウェーデン代表団来日

OECDの日本経済調査団で、フォン・ブラーテン氏、

Ekstrom氏等来日

Stig Alemyr氏を団長とする教育使節団来日

シヤ/レマース工科大学学生 125名来日

アサーノレ ・リンドベ ックストックホノレム大学教授来日

Swedish Institute副所長ラーシユ ・ビオノレクボム氏

来日

スベノレケノレ・ヨンソ ン氏等16名産業界の教育事情視察

に来日

駐日スウェーデン新大使へツクシヤ一博士着任。

スワェーデン経営学修士ら17名経済発展に果した高等

教育の役割研究のため来日

当所理事丸尾直美中央大学教授渡瑞

西村光夫当研究所所長東南アジアおよびスウェーデン

等ヨーロッパへ渡航

当所評議員岡野加穂留明治大学教授渡瑞

当所顧問小野寺信夫妻渡瑞北欧西欧歴訪

昭和46年

クリスティーナ王女再来日

元保守党議員 GostaJacobsson来日

前駐日大使アノレムクグイスト夫妻来日

KF会長グンナー ・エッツラ一氏来日

瑞日基金理事長アノレネ ・ベリノレンド氏来日

当所創立協力者のスタファン ・ヤンソン氏来日

当所理事高須裕三日本大学教授、当所理事丸尾直美中

央大学教授、当所顧問小野寺信氏、当所会長松前重

義東海大学総長、当所評議員中嶋博早稲田大学教授、

当所評議員菊池幸子立正女子大学教授等渡瑞

昭和47年

「スウェーデン ・テクニカノレウィーク」に出席のため

科学者、財界人等来日

ムーベリー教育担当大臣、オリング教育庁長官等第3

回ユネスコ世界成人教育会議出席等のため来日

スウェーデン王立図書館司書イングリット ・ベノレゴ

ン ・ラーソン女史来日

瑞日基金ベリノレンド理事長来日

当所顧問小野寺信氏渡瑞



昭和48年 幹部と懇談等のため渡欧

ヨッテボリ一大学グスタフソン氏来日 当所評議員中嶋博早稲田大学教授が放送教育事情視察

スカンヂナビスカ・エンシノレ夕、銀行のシェルランダー のため渡瑞

証券部長代理来日 当所理事内藤英憲日本大学教授は視察団団長として渡

世界教育連盟のドクター・へ/レマンソン女史来日 欧

ベノレティー/レ殿下を団長とする産業ミッション一行来 昭和52年

日 ハンブレウス瑞日基金会長来日

当所理事丸尾直美中央大学教授渡瑞 イベロート産業連盟会長来日

昭和49年 ボノレボの総合企画室ピーター ・エッケンジャー氏来日

前中央党労働婦人部長レナ ・セーゲノレ夫人来日 世界銀行のウリーン博士来日

ピア ・リードベック女史幼児教育視察に来日 KF国際部長へ/レゲ ・ノレンドベリ一夫妻が当スウェー

外務大臣アンダーソン氏夫妻来日 デン社会研究所の招待〈当所10周年記念事業〉に応

シエノレ ・リンドベリ 一夫妻幼児教育視察に来日 じ来日

ノレレオ大学ボー ・ノレンドクグイスト教授、同大学ボ 産業省ブローデン専門官来日

一 ・エリクソン教授産学共同研究のため来日 前厚生大臣アスプリング氏来日

ヨハンソン国会事務総長来日

ストックホノレム大学アサーノレ・リンドベック博士来日

未来学研究者オーケー ・ポーノレマン氏来日

瑞日基金会長ブローフノレト氏来日

ユステイュネ/レ・アンカラ大学教授来日

西村光夫研究所所長渡欧

永山泰彦東海大学助教授渡瑞

昭和50年

アノレムクヴィスト・アンド・ヴィクセノレ出版会社役員

来日

精神病学者ラーシュ ・ホノレムストレーム氏来日

ヨッテボリ大学ウノレパン・ダーレフ教授教育事情視察

に来日

LOのリンドボノレム氏来日

Swedish Instituteのヒノレデマン理事来日

ノレンド大学学長スグエン・ヨハンソン博士ならびにウ

プサラ大学生命 ・地球科学部長オーケ ・スンズボリ

ー教授来日、両教授を囲み省エネノレギーに関するシ

ンポジウム開催

西村光夫当所所長波瑞

永山泰彦東海大学助教授視察団団長として渡瑞

当所理事丸尾直美中央大学教授渡瑞

第 1回〈昭和47年 8月25日~同年9月13日〉

「スウェーデン福祉国家調査視察団」

(視察目的) 都市 ・環境、経済・産業、社会福祉、

教育、消費協同組合、地域社会活動

(視察国〉 スウェーデンのほか、デンマーク、イ

ギリス、フランス、西独

当所理事高須裕三日本大学教授視察団団長として渡瑞 (団 長〕 丸尾直美当研究所理事、中央大学教授

昭和51年 (団 員〉 荒井別、池田功、井堀充士、加藤良雄、

カロリンスカ病院のソノレベイグ ・ホノレムグレン女史来 下村義武、鈴木武文、関根正道、内藤

日 英憲、松本浩太郎、山本英也、吉永清、

ハンブレウス瑞日基金会長および同基金のリングスト 藤田正実、八幡一範、藤井敏子、渡辺

レーム氏来日 秀一、松島正儀、高山好正、小林文子、

ストックホ/レム大学国際教育問題研究所所長トーノレス 河野道夫の各氏

テン・フセーン教授来日 第 2回(昭和50年 8月15日~同年9月3日)

ツュンベリー来日 200年記念事業のため、ウプサラ大 「福祉社会の流通 ・生協調査視察団」

学のへドベリ一博土、ストックホJレム国立科学博物 (視察目的〉 生協型消費者活動、小売業の販売戦

館のノノレデンスタム博士、ストックホ/レム林業大学 略、経済政策の影響

のタム博土およびリンデノレ博土来日 (視察国) スウェーデンのほか、デンマーク、ノ

ストックホノレム大学のチョウ教授ならびにヨーナス ・ ーノレワェ一、イギリス、フィンランド、

エングベリ一氏来日 フランス

スウェーデーン国立防衛調査研究所国際社会部長ブ、ロッ 〔団 長〉 高須裕三当研究所常務理事、日本大学

ク博士来日 教授

ウプサラ大学トグニー・セーゲノレステット学長来日

西村光夫当所所長 SwedishInstituteおよび瑞日基金

(団員〉 吉岡紹直、吉岡スミ 、字佐川知忠、熊

谷広男、山田清、森川広幸、島田豊、
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小室貢、能沢長蔵、竹内栄次、井堀洋 (開講の実績〉

介、井堀倫治、河野道夫 昭和43年より昭和48年まで‘は、毎年4回宛

第 3回〔昭和51年 8月15日-8月29日〉 昭和49年より昭和52年まで、は、毎年3回宛

「福祉社会の流通 ・生協視察調査団J (講師〉

(視察目的〉 生協型消費者活動、小売業の販売戦 初級、中級および上級のクラスは、原則として日本人

略、経済政策の影響 講師とスウェーデン講師の組合せによれ前者は文法と

(視察国〉 スウェーデンのほか、デンマーク、西 解読を、後者は発音、書取りおよび会話を担当する仕組

独、フランス、イギリス で、前述の高等科を含め、講師はし、ずれも経験者に恵ま

(団 長〉 内藤英憲当研究所理事、日本大学教授 れた。当初以来の講師のご氏名を列記(順不同〉し、謝

〔団員〉 大橋隆憲、大橋満子、大野勝也、高橋 意、を表しますo

正雄、中村婚、山田稲造、樋口久雄、 Mr. Staffan ]ansson 

久保和俊、近藤義彦、山田長治、大関 Mr. Kurt Fransson 

博、斎藤仁、佐藤正武、岩切浩、小室 石渡利康氏

静、森正一、福田雅一、内藤英二 Mr. Tom Wallenstrom 

第4回(昭和52年 8月21日-9月4日〕 加藤紘子氏

「福祉社会の流通 ・生協視察調査団J Miss Christina Bratt 

(視察目的〉 生協型消費者活動、小売業の販売戦 岡崎晋氏

略、経済政策の影響 Miss Yeva Bergman 

(視察国〉 スウェーデンのほか、デンマーク、西 Miss Inger Holumboe 

ドイツ、イギリス、フランス Miss Eva.Lotta Nordensater 

(コーデイネーター〉 永山泰彦当研究所研究員、 Mrs. Gerd Larsson 

東海大学助教授 Mr. Nils.Owe Pettersson 

〔アドパイザー〉 佐原洋東海大学教授 Miss Cecilia Utterstrom 

( " ) 堀江昭全国農業協同組合連合会 Mr. Rolf ] ohnson 

生活部次長、 高橋文氏

〔団員〕 吉江淳、簸下達雄、上原旭夫、仁井田 佐藤一郎氏

昇、岡部文雄、佐橋竜男、鍔清市、谷 Mr. Lennart Utterstr凸m

川敷男、田村雅弘、大窪由郎、辺見昇 Mrs. Tamiko Bjerner 

孝 Mr. Kaj Reir山1S

Mrs. Gunilla Magnusson 

スウェーデン語講習会 |
Mrs. Yumiko ]ansson 

Mr. Olle Kjellin 

Mrs. Pia Rydbeck 

Mr. Sven Eriksson 

設立の翌年の昭和43年 1月より開始し、 8週間を一学

期とし、年に 3-4回開講し、現在まで開講回数は36回

を数え、受講者の累計は1.470名余に達した。

講習会のテキストには当初よれスウェーデンの

Almqvist & Wiksell社発行の "LearnSwedish"を

使用し、クラスを初、中、 t級に分け、初級では 1-8

章、中級では 9-16章、上級では17-24章を習し、、上級

まで受講して基礎知識が大体習得できるようになってい

る。

栗原恵子氏

Miss Sigrid Flensburg 

Mr. Krister Stehag 

松岡幹雄氏

Mr. Boo Berglund 

Mrs. Gnilla Lindberg Wada 

また46年度から LearnSwedishを修了した人を対象 附記 48年には高等科の受講生を対象として会話テキ

として、一層の実力を養成するために高等科を併設して スト Svenskkonversation Grundtexter (Gerd 

いる。 Hijino Larsson)が当研究所より発行された。
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